
熊谷キャンパス（校舎）
開設50周年記念イベントを企画中です!

◆日　時：平成29年6月24日（土）
◆場　所：立正大学熊谷キャンパス
※詳細につきましては、本紙137号（4月1日発行）ならびに
　HPにてご案内いたします。

◆開催日：平成29年6月25日（日）
◆主　催：立正大学同窓会埼玉県支部
◆共　賛：立正大学同窓会本部・文学部同窓会
◆内　容：長瀞渓流下り、熊谷市内の各地を散策する等の

バスツアーを企画中です。
※企画内容の行程・費用等の詳細は本紙137号（4月1日発行）にて発表いたします。

立正大学同窓会定期総会
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I NDEX
2  第2回FDフォーラムを開催
3  カラ・テペ遺跡調査 ～加藤九祚先生を偲んで～

7  資格取得支援の拡充が決定！

10  「ハワイお寺ステイプログラム」体験
15  第7回「モラりす賞」表彰式
16  1万6000人の立正フェス 橘花祭・星霜祭

携帯サイトからも
タイムリーな情報を提供します

スマートフォン
サイト

フィーチャーフォン
サイト

●立正大学入学試験日程
[一般入学試験]

出願期間 試験日 合格発表日

2月試験
（前期）

郵送（消印有効） 1/  4（水）～1/20（金） 2/  3（金）
2/  4（土）
2/  5（日）

2/14（火）インターネット 1/  4（水）～1/22（日） 16：59まで
窓口／品川キャンパス 1/23（月） 10：00～17：00

2月試験
（後期）

郵送（消印有効） 1/16（月）～2/10（金）
2/21（火） 2/27（月）インターネット 1/16（月）～2/12（日） 16：59まで

窓口／品川キャンパス 2/13（月） 10：00～17：00

3月試験
郵送（消印有効） 2/13（月）～2/24（金）

3/  4（土） 3/10（金）インターネット 2/13（月）～2/27（月） 17：59まで
窓口／品川キャンパス 2/27（月） 10：00～17：00

[大学入試センター試験利用入学試験]
出願期間 試験日 合格発表日

前期 郵送（消印有効） 1/  4（水）～1/13（金） 個別試験は
課しません

2/14（火）
後期 郵送（締切日必着） 2/13（月）～3/11（土） 3/17（金）

●付属中学入学試験日程
募集人員 出願期間

（インターネット出願）
試験日

（集合時間） 試験科目 合格発表日
（校内掲示・HP）

第1回
午前入試

男女 計110名 1/20（金）～1/31（火）
2/1（水）   8:50

2科または4科
2/1（水） 14:30

午後入試 2/1（水） 15:00 2/1（水） 20:30

第2回
2科4科選択入試 男女 計  20名

1/20（金）～2/  1（水）
2/2（木）   8:50 2科または4科

2/2（木） 14:30英国・英算入試 男女 計  10名 2/2（木）   8:50 英・国または英・算
適性検査型入試 男女 計  20名 2/2（木）   8:50 適性検査Ⅰ・Ⅱ

第3回 男女 計  20名 1/20（金）～2/  2（木） 2/3（金）   8:50 2科または4科 2/3（金） 14:30
第4回 中高一貫6ヵ年特待入試 男女 計  10名 1/20（金）～2/  3（金） 2/4（土）   8:50 4科 2/4（土） 16:00
第5回 男女 計  10名 1/20（金）～2/  6（月） 2/7（火）   8:50 2科または4科 2/7（火） 14:30

●付属高校入学試験日程
募集人員 出願期間

（一般入試は日曜を除く）
試験日

（集合時間） 試験科目 合格発表日
（校内掲示）

推薦入試（進学クラス） 男女 計70名
1/15（日）～1/18（水） 1/22（日） 9:20 作文（50分・600字）

面接（個人） 1/22（日） 14:00
推薦入試（特進クラス） 男女 計10名
一般入試（第1回） 男女 計60名 1/25（水）～2/  9（木） 2/10（金） 8:50 学力試験（※）

面接（個人）
2/10（金） 18:00

一般入試（第2回） 男女 計20名 1/25（水）～2/10（金） 2/11（祝） 8:50 2/11（祝） 18:00
※一般入試の学力試験は、「国・数・英」「国・社・英」「数・理・英」のいずれかを選択して受験

2017年度入学試験日程

　

本
学
が
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ

る
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
な
人
材
は
、
社
会
と
の
積
極

的
な
関
わ
り
合
い
の
な
か
で
こ
そ

育
ま
れ
る
も
の
で
す
。
教
育
や
研

究
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

地
域
と
の
関
係
も
、
本
学
の
教
育

研
究
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
大
切

な
資
源
で
す
。
こ
の
こ
と
は
特
に

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て
言
え

る
こ
と
で
す
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周
年

（
社
会
福
祉
学
部
は
昨
年
度
、
地

球
環
境
科
学
部
は
来
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
20
周
年
）
の
節
目
に
当
た
っ

て
、こ
れ
か
ら
も
「
社
会
的
存
在
」

「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て
社

会
連
携
・
実
践
機
能
を
一
層
発
揮

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
学
部
は
、
立
正
大
学

保
育
専
門
学
校
・
同
短
期
大
学
部

を
前
身
に
、
1
9
9
6
（
平
成

8
）
年
4
月
に
立
正
大
学
の
第
6

番
目
の
学
部
と
し
て
開
設
さ
れ
、

2
0
1
6
年
3
月
末
を
も
っ
て
学

部
創
設
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
送
り
出
し
た
卒
業

生
は
5
0
0
0
名
以
上
。
そ
の
多

く
が
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
保
育
士
な
ど
の
社
会
福

祉
系
資
格
、
ま
た
、
特
別
支
援
学

校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、
そ
し
て

2
0
1
1
年
か
ら
加
わ
っ
た
小
学
校

教
諭
な
ど
の
教
員
免
許
を
取
得
し
、

地
域
社
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
学
部
創
設
20
周
年

を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
11
月

に
は
、『
命
あ
る
限
り
路
は
拓
か
れ

る
』（
株
式
会
社
ア
ー
ス
取
締
役
副

社
長
・
舩
後
靖
彦
氏
）、『
世
界
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
平
和
と
命
の

大
切
さ
』（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
・
渡

部
陽
一
氏
）
と
題
し
た
二
つ
の
講

演
会
の
ほ
か
、
立
正
大
学
社
会
福

祉
学
会
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、

祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
社
会
福
祉
学
部
20
周

年
記
念 

2
0
0
6
年
か
ら
の
10

年
の
あ
ゆ
み 

2
0
1
5
』（
写
真
）

を
、
2
0
0
6
年
に
10
周
年
を
記

念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
社
会
福
祉

学
部
の
10
年 

2
0
0
5
』
に
続

く
形
で
刊
行
し
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
10
年
間
は
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
社
会
福
祉
分
野
で
は
障
害
者

権
利
条
約
の
国
連
採
択
、
障
害
者

虐
待
防
止
法
・
障
害
者
差
別
解
消

法
の
施
行
、児
童
福
祉
法
の
改
正
、

ま
た
教
育
分
野
で
は
幼
保
一
元
化

や
幼
小
連
携
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
社
会
の
状
況
が
刻
々

と
変
化
を
遂
げ
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
が

求
め
ら
れ
続
け
ま
し
た
。
20
周
年

記
念
誌
は
、
こ
う
し
た
な
か
で
の

社
会
福
祉
学
部
の
歩
み
を
記
録
に

留
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
悩
ま
し

い
課
題
の
山
積
す
る
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
立
ち
向
か
う
と
き
、
有
用

な
資
料
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

編
纂
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
年
度
は
20
周
年

に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
活
動
を
奨
励

し
、
複
数
教
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
の
成
果
は
『
立
正
大

学
社
会
福
祉
研
究
所
年
報
』、
ま

た
、
個
人
研
究
の
成
果
は
学
部
紀

要
『
人
間
の
福
祉
』
の
、
そ
れ
ぞ

れ
年
度
末
発
行
の
巻
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
ご
一
読
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

2
0
1
7
年 

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周
年

社
会
連
携
・
実
践
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
特
性
の
一
層
の
発
揮
を
目
指
し
て

社
会
福
祉
学
部
創
設
20
周
年

「
命
」を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、

記
念
誌
刊
行
な
ど
の
事
業
を
展
開

黒
木
優
太
、神
戸
文
也
、両
投
手
が

　
オ
リ
ッ
ク
ス
か
ら
ド
ラ
フ
ト
指
名
！

2
面
で
渡
部
陽
一
氏
の
講
演
の

詳
細
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
、
東
京
都
内
で

2
0
1
6
年
度
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
が
行
わ
れ
、
本
学
硬
式
野

球
部
の
黒
木
優
太
投
手
が
オ
リ
ッ

ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
2
位
指

名
、
神
戸
文
也
投
手
が
同
じ
く
オ

リ
ッ
ク
ス
の
育
成
3
位
指
名
を
受

け
ま
し
た
。
当
日
は
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
大
教
室
に
て
硬
式
野
球
部

員
、
学
生
、
教
職
員
、
報
道
陣
の

多
く
の
人
た
ち
が
会
場
内
に
設
置

さ
れ
た
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
守

り
ま
し
た
。
ド
ラ
フ
ト
2
巡
目
に

黒
木
選
手
が
指
名
さ
れ
る
と
、
静

か
だ
っ
た
教
室
内
に
歓
声
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
育
成
ド

ラ
フ
ト
3
巡
目
に
神
戸
選
手
が
指

名
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
黒
木
選
手
は
11
月
14
日

に
、
神
戸
選
手
は
11
月
22
日
に
そ

れ
ぞ
れ
オ
リ
ッ
ク
ス
と
仮
契
約
を

結
び
、
プ
ロ
へ
の
道
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。2

面
に
両
投
手
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

▶育成ドラフトで
3位指名を受けた
神戸文也選手

◀ドラフトで2位
指名を受けた黒
木優太選手

12月12日には2人そろって熊谷市役所に富岡清
市長を表敬訪問。市長より「黒木君（写真左）が
先発、神戸君（写真右）が抑えの“立正リレー”の
試合を見せてほしい」と激励の言葉を頂きました

受 験生の皆さまへ

学校法人立正大学学園　理事長　古河良晧
立正大学　学　長　齊藤　昇

　立正大学付属立正中学校　　　　　　　　　
立正大学付属立正高等学校　校　長　大場一人

▲ 熊谷キャンパスの中心に
あるアカデミックキューブ

◀ アカデミックキューブ内にあるラーニ
ングコモンズ「RiLLFore（りるふぉれ）」

▲現在の熊谷キャンパス

▲開設当時の熊谷キャンパス
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11
月
13
日
（
日
）、
社
会
福

祉
学
部
で
は
、
創
設
20
周
年
記

念
講
演
会
と
し
て
、
講
師
に
戦

場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部
陽
一
氏

を
迎
え
、『
世
界
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
～
平
和
と
命
の
大
切

さ
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
立
正

大
学
の
在
学
生
、
卒
業
生
、
そ

し
て
地
域
の
方
な
ど
約
5
0
0

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
大
盛
況

で
し
た
。

　

渡
部
氏
に
は
、
戦
場
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
を
交

え
な
が
ら
話
し
て
い
だ
た
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
命
が
な

す
す
べ
も
な
く
消
え
て
ゆ
く
現

状
や
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
銃

を
持
つ
日
常
は
、
講
演
に
参
加

し
て
い
た
す
べ
て
の
人
を
考
え

さ
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
話

し
方
に
加
え
て
、
大
き
な
ゼ
ス

チ
ャ
ー
も
交
え
て
の
講
演
は
、

わ
か
り
や
す
い
だ
け
で
な
く
、

渡
部
氏
が
一
人
で
も
多
く
の
人

に
戦
争
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
伝

　

昨
年
6
月
5
日
に
86
歳
で
逝

去
さ
れ
た
田
賀
龍
彦
元
理
事
長

の
学
園
葬
が
、
10
月
31
日
、
自

坊
・
龍
本
寺
（
神
奈
川
県
横
須

賀
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
賀
元
理
事
長
は
、昭
和
49

年
仏
教
学
部
教
授
に
就
任
後
、

立
正
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
、

短
期
大
学
部
学
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
6
年
か
ら
6
年
間
、

本
学
園
の
理
事
長
に
就
任
、
私

学
の
振
興
に
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。
ま
た
学
外
で
も
、
イ
ン
ド

哲
学
・
仏
教
学
の
権
威
と
し
て

え
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
の

表
れ
だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
の
質
問

に
丁
寧
に
答
え
た
渡
部
氏
。
戦

争
と
い
う
悲
惨
な
状
況
を
伝
え

　

記
念
祝
賀
会
は
、
富
岡
清
・

熊
谷
市
長
、
吉
田
昇
・
滑
川
町

長
、
藤
間
憲
一
・
熊
谷
商
工
会

議
所
会
頭
、
高
橋
義
尚
・
立
正

幼
稚
園
園
長
、
古
河
良
晧
・
立

正
大
学
学
園
理
事
長
、
齊
藤

昇
・
立
正
大
学
長
を
お
招
き
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
イ
ロ
五
輪
に
お
い

て
女
子
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
メ

ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
卒
業

生
や
現
役
生
、
コ
ー
チ
も
駆
け

つ
け
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
20

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

る
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
、少
し
ず
つ
状
況
も
変
わ
る
、

変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
希
望
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
の
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

　

地
球
環
境
科
学
部
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
開

発
に
お
け
る
4
本
の
柱
の
一
つ

「
リ
ア
ル
授
業
資
料
の
収
集
と

活
用
」
の
実
践
事
例
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
文
環
境
教
育
を
例
に
、
水

循
環
と
そ
れ
に
伴
う
物
質
循
環

に
つ
い
て
、
目
に
見
え
な
い
、

実
生
活
の
な
か
で
体
験
で
き
な

い
現
象
を
、
ど
の
よ
う
に
体
験

さ
せ
、
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
形

成
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
こ
と

に
触
れ
、
自
然
環
境
下
で
は
見

ら
れ
な
い
地
下
水
流
動
の
可
視

化
を
目
的
と
し
た
、
ア
イ
オ
ワ

州
立
大
学
製
作
の
リ
ア
ル
教
材

「
地
下
水
流
動
モ
デ
ル
」
を
利

用
し
た
教
育
実
践
事
例
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
耳
で
聞
く
よ

り
も
、
目
で
見
た
ほ
う
が
理
解

し
や
す
い
」「
事
前
予
測
を
立
て

実
験
を
行
う
こ
と
で
考
え
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、

視
覚
的
効
果
に
加
え
、
学
習
プ

ロ
セ
ス
の
利
点
が
挙
げ
ら
れ
る

一
方
、
準
備
や
片
付
け
に
か
か

る
時
間
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
リ
ア
ル
教
材
の
強
み

で
あ
る
五
感
を
刺
激
す
る
体
験

型
学
習
を
、
時
間
や
場
所
等
の

制
限
な
く
、
繰
り
返
し
利
用
可

能
な
教
材
と
し
て
も
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
さ

れ
、
リ
ア
ル
教
材
を
用
い
た

I
C
T
教
材
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
予
習
動
画
と
し
て
の
利
活

用
を
視
野
に
、
事
業
の
更
な
る

推
進
を
図
る
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
ま
し
た
。

学
界
に
多
大
な
功
績
を
残
し
、

著
書
も
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
の

功
労
は
教
育
界
、
社
会
福
祉
分

野
か
ら
も
評
価
を
受
け
、
平
成

22
年
に
は
、
旭
日
中
授
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

身振り手振りを交えながら戦争の悲惨さ
について説明する渡部陽一氏

テレビでもおなじみの渡部氏の講演とあっ
て会場は満員になりました

あいさつに立った清水海隆・社会福祉
学部長

分かりやすい分析と具体的な提言で好評だったこの
日のシンポジウム。早くも第2弾を期待する声も聞か
れました

李先生は「リアル教材を活用した
教育効果の向上には大きな期待
が持てる」と話します

「ロイロノートアプリを利用した意見共有
が、消極的な学生の考えや特徴を把握する
うえで非常に有用である」と話す土屋先生

立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
創
設
20
周
年
講
演
会

立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
創
設
20
周
年
記
念
祝
賀
会

11
月
13
日 

● 

於 

ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の
渡
部
陽
一
氏
を
招
い
て

『
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

～
平
和
と
命
の
大
切
さ
』を
開
催

石
橋
湛
山
記
念
講
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日
本
経
済
」を
開
催

平
成
28
年
度

第
2
回
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム  

　

平
成
28
年
11
月
26
日
、
本
年
度
の
第
2
回
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
平
成
26
年
度
に
採
択
さ
れ
た
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A
P
）
事
業
テ
ー
マ

Ⅰ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
、
地
球
環
境
科
学
部
よ

り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Q. プロでやりたいことは？
黒木 		今までしっかり栄養、体調管理をしていたが、プ

ロに入ってもやっていきたい。
神戸 		プロ野球選手は身体が大きい選手が多い。けがを

しないための身体作
りと技術面でも努力
していきたい。

Q. お互いにエールを
黒木 		戦いは始まっている

ので負けないように
したい。

神戸 		大学でもプロでも一
緒なので、お互いに
頑張り、刺激し合ってやっていきたい。早く試合
に出て、「黒木→神戸」のリレーを見せたい。

Q. 立正大学に入学して良かったことは？
黒木 		日蓮聖人の歴史や精神などいろいろと学べたこと

が自分の糧になった。
神戸 		監督はただやるだけの練習はさせない。野球に対

する姿勢を学んだ。プロに入って必要な自主性が
学べた。

Q. 立正生へのメッセージは？
黒木 	考えて行動する。いかに考えてやるかが大切。
神戸 		必ず壁があるので、それに負けずに乗り越えてほ

しい。

本学のプロジェクトに対し、
2件のご寄付を賜りました。
ご理解とご支援に厚く御礼
申し上げます。

寄 付 者：玉村和子様
寄付金額：3万円
寄付目的：ネパール交流
　　　　　プロジェクト

　開校120周年石橋湛山記念講堂（立正大学品川
キャンパス）は、立正大学第16代学長・石橋湛山
の功績をたたえ、その思想を継承し発展させる目的
をもって、平成4年に竣工しました。湛山より託さ
れた建学の精神「真実・正義・和平」を実現すべく、
湛山同様、常に当事者意識をもって現実に向き合
い、本質を見極めて、将来の希望につながる情報発
信の拠点となるべく、その決意をロゴに込めまし
た。これから石橋湛山記念講堂で行われる講演や講
座などの告知の際に広く使用します。

ご寄付への
御 礼

石橋湛山記念講堂の
ロゴマークができました

地
球
環
境
科
学
部
に
お
け
る
A
P
取
組
の
現
状

土
屋 

衛
治
郎
特
任
講
師 

● 

地
球
環
境
科
学
部
地
理
学
科

「
A
P
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

  

こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
」

李 

盛
源
特
任
講
師 

● 

地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

「 

リ
ア
ル
教
材
を
用
い
た（
水
文
）環
境
教
育
」

　

地
球
環
境
科
学
部
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
4
本

の
柱
に
つ
い
て
以
下
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

●
授
業
内
で
学
生
と
教
員
、
ま

た
学
生
同
士
で
タ
イ
ム
リ
ー
に

意
見
の
共
有
を
可
能
に
す
る

「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
ア
プ
リ
」
を

利
用
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
る
双
方
向
授
業
の
実
施
数
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

●
基
礎
的
・
前
提
的
知
識
は
授

業
外
に
予
習
用
動
画
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
に

よ
る
環
境
撮
影
や
、
ア
ク
シ
ョ

ン
カ
メ
ラ
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ワ
ー
ク
中
の
教
員
・
学
生

の
視
点
記
録
の
活
用
な
ど
、
多

様
な
動
画
作
成
の
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
。

●
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
取
組
み

を
進
化
さ
せ
る
た
め
、
27
年
度

よ
り
学
年
・
学
科
・
ゼ
ミ
の
垣

根
を
越
え
た
学
生
主
体
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
募
集
を
開
始
。

申
請
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。

※�

リ
ア
ル
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
前
半

に
李
先
生
か
ら
報
告

　

さ
ら
に
、
新
た
な
取
組
と
し

て
、
A
P
事
業
全
体
が
「
高
大

接
続
改
革
推
進
事
業
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
入

学
前
段
階
か
ら
卒
業
ま
で
の

一
体
的
改
革
事
業
の
な
か
で
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
カ
ム
に
基

づ
く
就
職
支
援
の
仕
組
み
を
外

部
企
業
と
共
同
で
構
築
す
る
な

ど
の
学
外
連
携
も
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
お
い
て
、
設
備
・
体
制
を
導

入
す
る
一
方
で
、
新
た
な
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
科
目
は

創
設
せ
ず
、
既
存
の
授
業
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
教
育
・
学

習
内
容
の
充
実
・
多
様
化
が
図

ら
れ
、
特
徴
的
な
教
育
の
構
築

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

示
唆
。
多
く
の
制
約
を
設
け
な

い
自
由
な
環
境
で
の
自
発
的
な

取
組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
結
び
ま
し
た
。

1
面
よ
り
続
く

　

11
月
16
日
（
水
）
の
石
橋
湛

山
記
念
講
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
経
済

学
部
の
企
画
提
案
に
よ
り
、
12

月
で
5
年
目
を
迎
え
る
安
倍
政

権
の
経
済
政
策
と
、
現
在
の
日

本
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
や
将

来
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
日
本

を
代
表
す
る
経
済
学
者
3
名
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
「
3
本
の
矢
」
に
つ
い
て
。

ま
ず
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
の
池
尾
和
人
教
授
は
、
金
融

政
策
の
観
点
か
ら
「
政
府
は
今

日
を
良
く
す
る
こ
と
に
全
力
を

挙
げ
て
い
る
が
、
将
来
へ
の
不

安
が
経
済
活
動
の
停
滞
を
招
い

て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
す
。
続

い
て
登
壇
し
た
本
学
経
済
学
部

の
浅
子
和
美
教
授
は
、
財
政
政

策
の
観
点
か
ら
「
景
気
対
策
と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
き
た
公
共

事
業
だ
が
、安
倍
政
権
下
で
は
、

さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
」
と
分

析
。
そ
し
て
、
本
学
経
済
学
部

の
吉
川
洋
教
授
は
、
成
長
戦
略

の
観
点
か
ら
「
経
済
成
長
と
人

口
の
増
減
に
相
関
関
係
は
見
ら

れ
な
い
」「
先
進
国
の
経
済
成

長
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が
不

可
欠
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
日
本
経
済
新

聞
社
編
集
委
員
の
前
田
裕
之
氏

を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
安

倍
政
権
の
経
済
政
策
に
対
す
る

評
価
や
注
文
、
日
本
経
済
と
世

界
経
済
の
見
通
し
な
ど
を
話
題

に
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
目

標
に
掲
げ
た
経
済
の
好
循
環
が

必
ず
し
も
生
み
出
さ
れ
て
い
な

い
状
況
下
、
増
し
て
い
く
将
来

へ
の
不
安
に
対
す
る
3
氏
そ
れ

ぞ
れ
の
分
析
と
提
言
に
、
多
く

の
受
講
者
が
興
味
深
く
聞
き
入

り
、
時
に
大
き
く
う
な
ず
く
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

色紙をお願いすると、黒木選手（左）
からは「正しき者は強くあれ」、神
戸選手（右）からは「努力」という言
葉を頂きました

葬儀には学内外からも多くの弔問者
が参列し、故人を偲びました

寄 付 者：株式会社四門様
寄付金額：15万円
寄付目的：ウズベキスタン
　　　　　学術プロジェクト

オリックスに入団が決まった
黒木、神戸、両選手にインタビュー！

1
面
よ
り
続
く
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立
正
大
学
博
物
館 

第
11
回
企
画
展

「
深
海
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス 

−

小
笠
原
の
宝
石
サ
ン
ゴ
展

−」を
開
催

「
活
字
本
の
世
界
」

「
日
蓮
と
題
目
」

カ
ラ・
テ
ペ
遺
跡
調
査

　
～
加
藤
九
祚
先
生
を
偲
ん
で
～

　

11
月
2
日
か
ら
毎
週
水
曜

日
、
全
4
回
に
わ
た
り
、
古
書

資
料
館
で
連
続
講
座
「
変
体
仮

名
を
読
ん
で
み
よ
う
！
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
館
専
門
員
か

ら
「
読
み
方
」
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
た
後
、
実
際
に
資
料
に
触

れ
な
が
ら
変
体
仮
名
の
読

解
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
講
座
は
、
学

外
の
方
も
対
象
に
し
た
初

め
て
の
講
座
で
、
定
員
を

上
回
る
多
く
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

地
域
の
皆
様
か
ら
は
、「
大

学
内
の
施
設
、
古
書
資
料

館
で
古
書
に
囲
ま
れ
な
が

ら
受
講
す
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
古
書
の

奥
深
さ
や
面
白
さ
を
教
え
て
も

ら
い
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
思
い
出

し
た
」な
ど
の
感
想
を
頂
戴
し
、

こ
の
講
座
が
古
書
資
料
館
や
所

蔵
資
料
に
興
味
を
お
持
ち
い
た

だ
く
機
会
と
な
っ
た
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

ル
化
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
も

意
義
あ
る
も
の
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
先
生
の
遺
志
を
継
ぎ
、

日
本
と
中
央
ア
ジ
ア
、
と
り
わ

け
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
友
好

の
た
め
、
能
う
る
限
り
努
め
よ

う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
生
前
の
ご
厚

情
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
、
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
新
大
統
領
は
、
平
成

29
年
4
月
よ
り
、
日
本
人
が
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ
赴
く
際
は
、

ビ
ザ
の
発
給
は
不
要
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
を
、
そ
し
て
立
正
大
学
の
活

動
を
知
る
人
々
が
増
え
、
両
国

の
友
好
が
深
ま
る
な
ら
ば
、
両

国
を
愛
し
た
加
藤
先
生
の
ご
遺

志
に
も
、
そ
し
て
立
正
大
学
建

学
の
精
神
に
も
謳
わ
れ
る
「
和

平
を
願
い
人
類
に
尽
く
す
」
に

も
、
叶
う
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

立
正
大
学
は
、
平
成
25
年
の

予
備
調
査
を
経
て
、
翌
平
成
26

年
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学
術
調

査
隊
を
組
織
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
芸
術
学

研
究
所
と
学
術
協
定
を
結
び
、

協
働
で
同
国
テ
ル
メ
ズ
郊
外
の

仏
教
遺
跡
カ
ラ
・
テ
ペ
の
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
・
テ
ペ
遺
跡
は
、
仏
教

が
隆
盛
し
た
ク
シ
ャ
ン
朝
に
お

け
る
テ
ル
メ
ズ
の
代
表
的
な
仏

教
遺
跡
と
し
て
の
評
価
が
高

く
、
半
世
紀
以
上
の
調
査
歴
を

有
す
る
著
名
な
遺
跡
で
す
。
し

か
し
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

遺
跡
は
、
南
北
4
2
0
m
、

東
西
2
5
0
m
規
模
の
丘
上
に

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
地
形
に

よ
っ
て
大
き
く
南
丘
、
西
丘
、

北
丘
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
丘
上
に
遺
構
が
あ
り
ま
す
。

　

学
術
調
査
隊
が
平
成
26
年
か

ら
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
る
地

区
は
、
カ
ラ
・
テ
ペ
遺
跡
の
北

丘
に
所
在
す
る
大
規
模
な
仏
教

伽
藍
遺
跡
の
う
ち
、
中
央
部
に

位
置
す
る
僧
院
の
西
側
の
回
廊

部
分
と
、
北
側
に
所
在
す
る
仏

塔
の
西
側
部
分
で
す
。
西
側
回

廊
部
分
は
3
年
間
の
調
査
の
結

果
、
回
廊
幅
が
4
7
0
㎝
と
大

規
模
で
あ
る
点
が
確
認
さ
れ
、

回
廊
の
北
端
は
同
幅
に
て
西
側

に
直
角
に
屈
曲
し
て
い
る
点
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
屈
曲

す
る
回
廊
が
一
定
規
模
で
周
囲

を
囲
ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

別
の
僧
院
の
存
在
の
可
能
性
が

高
ま
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
仏
教
東
漸
の
歴
史
解
明
に

役
立
つ
可
能
性
が
ま
た
ひ
と
つ

増
え
ま
し
た
。

　

調
査
隊
の
顧
問
と
し
て
、
御

縁
を
い
た
だ
い
た
故
加
藤
九
祚

先
生
（
国
立
民
俗
学
博
物
館
名

誉
教
授
）
が
、
第
3
次
学
術
調

査
隊
に
合
流
す
る
た
め
に
赴
い

た
テ
ル
メ
ズ
市
内
の
病
院
に

て
、
平
成
28
年
9
月
12
日
に
、

94
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
加

藤
先
生
は
、
文
化
人
類
学
者
と

し
て
シ
ベ
リ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
に
歴

史
や
民
族
の
調
査
を
続
け
て
こ

ら
れ
、
立
正
大
学
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
学
術
調
査
隊
が
、
カ
ラ
・

テ
ペ
遺
跡
調
査
に
関
わ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
も
、
加
藤
先
生
の

ご
紹
介
の
賜
物
で
す
。

　

立
正
大
学
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

学
術
調
査
隊
の
活
動
は
、
文
明

の
十
字
路
と
い
わ
れ
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
要
衝
の
地
に
お
い
て
、

仏
教
学
、
仏
教
美
術
史
、
東
洋

史
、
考
古
学
、
地
理
学
を
専
門

と
す
る
教
員
が
相
互
協
力
す
る

学
際
的
、
総
合
的
性
格
を
有
す

る
も
の
で
、
学
術
の
グ
ロ
ー
バ

　

平
成
28
年
10
月
29
日
、
立
正

大
学
は
、
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
石

橋
湛
山
記
念
講
堂
に
て
、
文
化

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

　

－
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
日

本
の
古
代
文
化
の
接
点
を
探
る

－

」（
共
催
：
（
財
）
日
本
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
財
団
、
後
援
：
外
務
省
、
品

川
区
教
育
委
員
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、『
立

正
大
学
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
学
術

調
査
隊
』
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
側
と
協
働
で
進
め
て
い
る
古

代
仏
教
遺
跡
「
カ
ラ
テ
ペ
」
発

掘
調
査
の
成
果
を
公
開
し
、
第

一
線
の
研
究
者
に
よ
る
中
央
ア

ジ
ア
と
日
本
の
関
係
等
を
多
角

的
に
紹
介
す
る
も
の
で
、
安
田

治
樹
仏
教
学
部
教
授
、
池
上
悟

文
学
部
教
授
、
岩
本
篤
志
文
学

部
准
教
授
が
発
表
お
よ
び
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
隊
は
、
本
年
9
月
に
急

逝
さ
れ
た
故
加
藤
九
祚
先
生

（
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教

授
）を
顧
問
と
し
て
い
た
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
加
藤
氏
を

追
悼
す
る
時
間
を
も
う
け
、
齊

藤
昇
学
長
が
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。

　

約
2
0
0
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
者
か
ら
は
、「
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
・
西
域
の
仏
教
伝
播

が
よ
く
理
解
で
き
た
」「
内
容

が
濃
く
て
圧
倒
さ
れ
た
」「
1

人
20
分
の
発
表
で
は
も
っ
た
い

な
い
。も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
」

な
ど
、
好
意
的
な
ご
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
ビ
ビ
・
ハ
ニ
ム
廟
に
お
け
る

加
藤
九
祚
先
生 

平
成
27
年
9
月

在ウズベキスタン日本国大使公邸にて、加藤
文彦前大使と写る池上教授と加藤先生 
平成28年3月

西側回廊屈曲部の調査 平成28年9月

パネルディスカッションでは、各研究
者から貴重な意見がもたらされました

変
体
仮
名
講
座

開
催変体仮名の読解に挑戦する受講生の皆様

　

10
月
17
日
（
月
）
～
21
日

（
金
）、
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
6
号

館
のR

iL
L
P
ort

の
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
ポ
ー
ト
を
使
い
、
設

計
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
提
案
さ
れ

た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
本

学
の
学
生
や
教
職
員
に
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
ば
か
り

で
な
く
、
学
外
に
も
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

参
加
し
た
7
者
の
提
案
書
パ
ネ

ル
（
第
1
次
審
査
）
な
ら
び
に

第
2
次
審
査
会
で
使
用
し
た
模

型
を
展
示
。
特
に
模
型
は
い
ず

れ
も
力
作
で
、
一
つ
ひ
と
つ
を

熱
心
に
見
て
回
る
人
、
友
人
と

ス
マ
ホ
で
記
念
撮
影
を
す
る
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
立
正
大
学

の
将
来
の
姿
に
思
い
を
馳
せ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

提
案
書
パ
ネ
ル
（
第
１
次
審
査
）
と
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
２
次
審
査
）

で
使
用
し
た
模
型

　

10
月
11
日
（
火
）
か
ら
30

日
（
日
）
ま
で
、
御
会
式
の
時

期
に
合
わ
せ
、
第
33
回
企
画
展

「
日
蓮
と
題
目
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
図
書
館
資
料
の
中
の
題

目
の
世
界
を
掘
り
起
こ
し
、「
浮

世
絵
、
版
本
、
折
本
に
現
れ
た

題
目
」「
写
本
、
書
入
れ
な
ど

の
肉
筆
の
題
目
」「
信
者
の
方
々

に
摺
り
配
ら
れ
た
題
目
の
版

木
」
な
ど
様
々
な
資
料
を
展
示

し
、
4
7
5
名
と
い
う
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。 「

日
蓮
と
題
目
」

「
活
字
本
の
世
界
」

　

11
月
8
日
（
火
）
か
ら
28
日

（
月
）
ま
で
企
画
展
「
活
字
本

の
世
界
―
古
活
字
と
近
世
木
活

字
―
」
を
行
い
ま
し
た
。
活
字

本
は
、
印
刷
し
た
際
に
文
字
の

傾
き
や
濃
淡
の
差
が
見
ら
れ
た

り
、
全
く
同
じ
文
字
が
定
期
的

に
見
ら
れ
る
な
ど
、
版
木
を
使

用
し
て
印
刷
し
た
「
整
版
本
」

と
は
異
な
る
特
徴
を
持
ち
ま

す
。
今
回
は
図
書
館
所
蔵
の
活

字
本
を
紹
介
し
、
来
場
し
た
皆

様
に
「
古
活
字
本
」
や
「
近
世

木
活
字
本
」
の
魅
力
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
蓮
を
テ
ー
マ
と
し
た
８
回
目
の
企
画
展
と

な
る
、
今
回
の
展
示
ポ
ス
タ
ー

守屋研究奨励賞　法学部法学科 准教授 丸山 泰弘先生

　守屋賞は、長年刑事裁判や少年審判に携わってきた元裁判官の守屋克彦氏が資金を提
供して創設したNPO法人「刑事司法及び少年司法に関する教育・学術研究推進センター」
が、刑事司法、少年司法の実務と理論の発展のために設けた賞で、奨励賞は、若手研究
者などの刑事司法、少年司法に関する研究活動、出版活動を奨励するために設けられま
した。丸山先生の「刑事司法における薬物依存治療プログラムの意義：『回復』をめぐ
る権利と義務」（日本評論社、2015年）が授賞対象となりました。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
京

文
化
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

品川キャンパス  第一次施設整備事業

設計プロポーザル作品展を開催

「
変
体
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
！
」

「
変
体
仮
名
を
読
ん
で
み
よ
う
！
」

第
３
次
立
正
大
学
ウ
ズ
ベキ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
活
動
報
告

第
３
次
立
正
大
学
ウ
ズ
ベキ
ス
タ
ン
学
術
調
査
隊
活
動
報
告

図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
企
画
展
を
開
催

図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
企
画
展
を
開
催

受賞報告

日
時
：
10
月
１
日（
土
）～
29
日（
土
）

会
場
：
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

古
来
よ
り
世
界
中
で
珍
重
さ

れ
て
き
た
宝
石
サ
ン
ゴ
に
つ
い

て
、
サ
ン
ゴ
を
用
い
た
美
術
品

や
、
サ
ン
ゴ
を
育
む
小
笠
原
諸

島
の
美
し
い
自
然
写
真
な
ど
と

と
も
に
、「
生
物
」「
歴
史
」「
美

術
」の
観
点
か
ら
紹
介
。
ま
た
、

岩
崎
望
教
授
ら
に
よ
る
、
研
究

作
品
「
宝
石
サ
ン
ゴ
～
科
学
調

査
の
現
場
か
ら
～
」
も
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
普
段
目
に
す
る
こ

と
の
な
い
深
海
や
研
究
施
設
な

ど
の
貴
重
な
映
像
を
、
多
く
の

来
場
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

立
正
大
学
博
物
館 

第
11
回
企
画
展

「
深
海
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス 

−

小
笠
原
の
宝
石
サ
ン
ゴ
展

−」を
開
催

宝
石
サ
ン
ゴ
展
観
覧
の
様
子

日本陸水学会吉村賞　地球環境科学部環境システム学科 助教 関根 一希先生

　日本陸水学会吉村賞は、日本における湖沼学の創始者の一人である陸水学研究者　吉
村信吉氏の業績を記念し、学会会員の中で陸水学に関する顕著な研究業績を上げている
若手研究者を対象に、その研究活動を促進することを目的に創設されました。
　関根先生が研究対象としている河川棲昆虫(カゲロウ類など)が陸水・河川生態系を構
成する重要な生物要因であり、その生物多様性の起源に迫る研究が評価されての受賞と
なりました。
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On November  26 th  s tudent s  i n 
the Faculty of Letters once again 
participated in a Kiso Eigo Basketball 
event.  History, philosophy, sociology as 
well as Japanese and English literature 
students all came together to have fun 
and play basketball.  It was an amazing 
day, because the beauty of competition 
and sports helped to bring students 

from various departments closer together.  In Kiso Eigo Basketball, 
Coach Rose shouts out all of the instructions and information in 
English and doesn’ t speak a word of Japanese.  On this particular 
day, the students warmed up with shooting drills and then moved on 
to different shooting competitions.  Once everyone was completely 
warmed up, Coach Rose divided everyone into teams and a mini 
basketball tournament began.  Everyone had a great time!  In 2017 we 
will do it all again, so come “shoot,” “pass,” and “dunk” with us! 

Kiso Eigo Basketball News

り
訓
辞
を
受
け
、
学
生
、
教
職
員
、

地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
出

発
。
一
同
声
を
張
り
上
げ
て
、
報

恩
感
謝
と
未
来
へ
の
祈
り
を
込

め
、歩
み
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

本
学
建
学
の
日
で
あ
る
翌
13
日
に

は
仏
教
文
化
公
開
講
座
と
し
て
、

日
蓮
聖
人
御
会
式
法
要
を
執
り
行

い
、
本
学
教
員
に
よ
る
講
演
の
ほ

か
に
「
鎮
魂
」
と
題
し
た
岩
手
郷

土
芸
能
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

日
蓮
聖
人
ご
入
滅
の
お
逮た

い

夜や

（
前
夜
）
に
当
た
る
10
月
12
日
に

は
、
毎
年
、
ご
入
滅
の
地
・
池
上

本
門
寺
を
中
心
に
、
盛
大
な
法
要

が
行
わ
れ
ま
す
。本
学
で
も
例
年
、

仏
教
学
部
生
を
中
心
に
、
立
正
大

学
を
出
発
し
て
池
上
を
目
指
し
、

お
題
目
を
唱
え
、
団
扇
太
鼓
を
叩

い
て
行
進
す
る
行あ

ん

脚ぎ
ゃ

を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

行
脚
隊
は
、
出
発
前
に
齊
藤
昇

学
長
、
寺
尾
英
智
仏
教
学
部
長
よ

　

こ
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
は
全

12
回
の
長
丁
場
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す

が
、
学
生
た
ち
は
就
職
活
動
へ
の

期
待
を
胸
に
、
ど
の
回
も
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
第
2

期
の
毎
週
火
曜
日
に
3

年
生
向
け
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
前
半
で
、
自
己

分
析
の
方
法
、
企
業
研

究
の
方
法
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
面
接
の
受
け
方
と

い
っ
た
就
職
活
動
の
基

本
を
講
義
形
式
で
学
ぶ

と
と
も
に
、
4
年
生
の

内
定
者
と
の
座
談
会
を

通
し
て
就
職
活
動
へ
の

心
構
え
を
養
い
ま
す
。

そ
し
て
、
後
半
で
は
、

少
人
数
で
構
成
さ
れ
る
「
習
得
ゼ

ミ
」
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、グ
ル
ー
プ
面
接
、

個
人
面
接
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。

毎
週
火
曜
日

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

経済学部

文学部

報
恩
感
謝
と
未
来
へ
の
祈
り
を
込
め

池
上
ま
で
お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
行
進

仏教学部

も
に
、
学
生
た
ち
が
経
営
者
か
ら

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
貴
重
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
う
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

東
京
中
小
企
業
家
同
友
会
と
経

営
学
部
の
20
年
に
お
よ
ぶ
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
を
成
す
「
経

営
総
合
特
論
（
経
営
者
に
よ
る
オ

ム
ニ
バ
ス
授
業
）」
の
プ
レ
講
義

が
、
11
月
17
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

経
営
者
に
よ
る
講
義
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
維
持
・
向
上
に
一
役

買
っ
て
い
る
の
が
、
プ
レ
講
義
で

す
。
毎
年
、
次
年
度
の
「
経
営
総

合
特
論
」を
担
当
す
る
経
営
者
が
、

学
生
た
ち
の
前
で
講
義
の
リ
ハ
ー

サ
ル
を
実
施
。
学
生
や
教
員
か
ら

は
、
内
容
に
関
す
る
質
問
や
講
義

に
対
す
る
率
直
な
意
見
・
感
想
が

経
営
者
に
投
げ
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
後
は
、
学
食
に
場

所
を
移
し
て
学
生
と
経
営
者
の
交

流
会
が
開
か
れ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
じ
て
懇
親
が
図
ら
れ
る
と
と

〝
産
学
交
流
か
ら
学
び
と
教
え
を
〟

経
営
者
に
よ
る「
プ
レ
講
義
」

経営学部

冬になり、就職活動が近づいてくると、学生たちはみんな真剣な表情で、
セミナーに臨みます

学
生
と
経
営
者
と
の
交
流
会
で
は
、
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
じ
て
親
睦
を
図
り
ま
し
た

※「基礎英語」を担当する語学課程からのメッセージ

池上を目指し、お題目を唱え、団扇太鼓
を叩いて行進（写真上）。13日は日蓮聖
人御会式法要を執り行いました

土
屋 

典
子

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

准
教
授

　

当
日
の
テ
ー
マ
は
「
手
作
り
の

お
も
て
な
し
」
で
す
。
1
0
0
円

シ
ョ
ッ
プ
を
回
っ
て
素
材
を
探

し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
切
に
育

て
て
い
る
お
花
を
持
っ
て
き
て
す

て
き
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
し
た

り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
花

瓶
を
作
っ
た
り
し
た
学
生
た
ち
。

女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
も

部
屋
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を

中
心
に
な
っ
て
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
も
、
社
会
福
祉
学

部
元
教
授
の
山
西
哲
郎
先
生
に
よ

る
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
、
全
員
で

写
っ
た
記
念
写
真
へ
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
業
、コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
、

そ
し
て
3
年
生
に
よ
る
即
興
の
歌

の
披
露
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ

　

2
0
1
6
年
度
私
の
ゼ
ミ
で

は
、
ま
ず
前
期
に
、
2
0
1
5

年
1
月
に
策
定
さ
れ
た
「
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）」
の
柱
の
一
つ
で
あ

る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ

フ
ェ
）
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
カ

フ
ェ
の
意
義
と
実
態
、
運
営
方
法

等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
で
理
解

し
合
う
場
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
。
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
近
辺
で

も
い
く
つ
か
開
催
さ
れ
て
い
た
た

め
、
学
生
た
ち
は
早
速
毎
月
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
体
験
を
繰
り
返
し
た
あ

る
日
、
学
生
た
ち
か
ら
「
記
憶
が

薄
れ
て
い
く
高
齢
期
の
方
に
『
楽

し
か
っ
た
な
』
と
思
え
る
よ
う
な

笑
顔
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
話
し
合
い

の
末
、「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
@
立

正
大
学
」
を
紅
葉
の
き
れ
い
な
秋

に
開
催
す
る
こ
と
に
。

　

早
速
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か

れ
て
、
ゼ
ミ
生
全
員
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
々
へ
の
招
待

状
作
り
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
何
に
す

る
か
? 

毎
回
活
発
に
議
論
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
社
会
福
祉
学
部
の
学

生
な
ら
で
は
の
参
加
者
へ
の
細
や

か
な
配
慮
。「
バ
ス
停
か
ら
の
導

線
は
危
な
く
な
い
か
な
?
」「
ス

タ
ッ
フ
が
バ
ス
停
に
待
機
し
よ

う
」「
大
学
の
ト
イ
レ
に
は
、
手

す
り
は
設
置
し
て
あ
る
よ
ね
?
」。

参
加
者
に
一
日
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に

決
し
て
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に

と
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

「
た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
思
い
出
を
」

ゼ
ミ
生
全
員
が
動
き
出
す

多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
学
生
た
ち

企
画
・
運
営
力
を
仲
間
と
共
に
磨
く

紅
葉
の
き
れ
い
な
秋
に

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
＠
立
正
大
学
」を
開
催

高齢者の福祉を担当する土屋先生。高齢者虐待防止のためのアプ
ローチの開発研究に取り組んでいます

ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
す
べ
て

ゼ
ミ
の
学
生
主
体
で
行
っ
た
今
回

の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
。「
こ
ん
な

に
笑
っ
た
の
は
久
し
ぶ
り
よ
」「
次

は
い
つ
か
し
ら
?
」。
笑
顔
で
会

場
を
後
に
さ
れ
る
参
加
者
の
皆
さ

ん
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
見
送

り
し
た
後
の
学
生
た
ち
の
誇
ら
し

げ
な
笑
顔
。「
協
力
し
て
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」

「
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
か

ら
大
き
な
笑
顔
を
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

で
得
た
経
験
を
こ
れ
か
ら
も
生
か

し
た
い
」。
最
後
の
反
省
会
で
一

言
ず
つ
感
想
を
述
べ
る
学
生
た
ち

の
頼
も
し
い
姿
を
見
な
が
ら
、
学

生
た
ち
が
社
会
に
出
て
す
ぐ
実
践

で
き
る
「
企
画
・
運
営
力
」
を
仲

間
と
共
に
楽
し
く
磨
き
上
げ
て
い

く
作
業
も
、
大
学
で
の
大
切
な
学

び
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

ご参加いただいた高齢者の方と一緒に記念写真にデコ
レーション。「とても楽しかった」と感謝のコメントを頂
きました

オレンジカフェを終えての1枚（前列右から3番目が土屋
先生）。学生たちの表情がとても誇らしげです
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河
野
忠
研
究
室
は
、
先
日
、
県

の
天
然
記
念
物「
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
」

の
生
息
す
る
元
荒
川
を
学
生
た
ち

と
歩
き
ま
し
た
。

　

熊
谷
駅
か
ら
行
田
駅
ま
で
7
キ

ロ
余
り
。
源
流
の
保
護
セ
ン
タ
ー

で
ト
ゲ
ウ
オ
の
仲
間
の
ム
サ
シ
ト

ミ
ヨ
を
見
学
し
、
汚
れ
た
生
活
排

拓
か
れ
る
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
舩
後
氏
が
こ
れ
ま
で
た

ど
っ
て
き
た
病
気
の
過
程
を
短
歌

で
振
り
返
り
つ
つ
、
現
在
は
同
じ

病
気
を
持
つ
方
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
力
強
い

姿
に
、
複
数
の
参
加
者
が
感
動
の

涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

水
の
流
入
す
る
支
流
を
訪
ね
な
が

ら
4
時
間
余
り
の
見
学
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
見
す
る
と
、
と
て
も
き
れ

い
な
本
流
で
す
が
、
調
査
し
て

い
る
学
生
に
よ
る
と
、
上
流
か
ら

3
0
0
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
来
る

と
、
全
窒
素
と
C
O
D
の
値
が
高

く
、
か
な
り
汚
れ
て
い

る
と
の
こ
と
。
行
田
駅

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
水

草
も
減
少
し
、
ご
み
も

多
く
な
り
ま
す
。
疲
れ

も
手
伝
っ
て
、
学
生
た

ち
の
会
話
も
少
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

か
わ
い
ら
し
い
ム
サ
シ

ト
ミ
ヨ
に
学
生
た
ち
は

何
を
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
身
近
な
水
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
科
は
2
0
1
7

年
度
入
学
生
よ
り
コ
ー
ス
制
を

導
入
し
、
社
会
福
祉
士
お
よ
び

精
神
保
健
福
祉
士
を
め
ざ
す

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
」

と
、教
員
免
許
取
得
が
可
能
で
、

広
く
福
祉
を
学
ぶ「
教
育
福
祉
・

社
会
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」
に
分

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
社

会
福
祉
学
研
究
科
修
士
課
程
に

は
、
2
0
1
6
年
度
よ
り
社
会

福
祉
学
専
攻
と
教
育
福
祉
学
専

攻
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
立
正
大
学
社
会
福
祉

研
究
所
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
11

月
12
日
に
は
公
開
講
座
と
し
て
、

重
篤
な
筋
肉
の
萎
縮
と
筋
力
低

下
を
来
す
神
経
変
性
疾
患
で
あ

る
A
L
S
（
筋
委
縮
側
索
硬
化

症
）
と
闘
う
舩
後
靖
彦
氏
を
お
招

き
し
、
講
演
「
命
あ
る
限
り
道
は

　

法
学
部
の
刑
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

は
10
月
5
日
に
、
川
越
市
に
あ
る

川
越
少
年
刑
務
所
の
参
観
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
市
民
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
刑
務
所
で
す
が
、
自
分
た
ち

と
あ
ま
り
年
齢
の
変
わ
ら
な
い
少

年
・
青
年
受
刑
者
が
、
各
種
工
場

で
懲
役
作
業
を
し
た
り
、
整
備
士

や
理
容
師
の
資
格
取
得
の
た
め
の

実
習
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
運
動

場
で
体
を
動
か
し
た
り
す
る
姿
を

間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
が
備
え
付
け
ら
れ
、

私
物
と
し
て
の
マ
ン
ガ
本
な
ど
も

あ
る
房
内
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
に
実
施
し
た
懇
親
会
で

は
、「
予
想
よ
り
自
由
だ
と
感
じ

た
」「
受
刑
者
も
自
分
た
ち
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
人
間
な
の

だ
と
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
」「
刑

務
官
の
方
々
の
苦
労
が
身
に
染
み

た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を

述
べ
合
い
ま
し
た
。
法
学
部
生
な

ら
で
は
の
貴
重
な
体
験
を
し
た
一

日
で
し
た
。

　

2
0
0
2
年
4
月
に
首
都
圏
で

最
初
の
心
理
学
部
と
し
て
創
設
さ

れ
た
本
学
部
は
、
今
年
、
創
設
15

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
学
部
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
。
通
常
の
公
開
講

座
に
加
え
、
高
校
生
向
け
の
講
座

を
実
施
す
る
一
方
、
学
部
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
後
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
学
部
生
と
卒
業
生
・
教
職
員
と

の
親
睦
会
を
充
実
さ
せ
、
実
施
し

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
橘
花
祭
期
間
中
の

11
月
5
日
に
実
施
し
た
校
友
会

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
の
協
働

に
よ
る
片
岡
玲
子
元
心
理
学
部
教

授
を
招
い
て
の
講
演
会
お
よ
び
、

講
演
会
後
に
実
施
し
た
心
理
学
部

同
窓
会
と
の
共
催
に
よ
る
15
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
O
B
・

O
G
や
教
職
員
も
加
わ
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
絆
が
深

ま
る
と
と
も
に
、
学
部
創
設
20
周

年
に
向
け
、
決
意
を
新
た
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

学
部
創
設
15
周
年
を
迎
え
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

心理学部

水
環
境
に
つ
い
て
考
え
た

元
荒
川
の
徒
歩
観
察

地球環境
科学部

社
会
福
祉
学
科
は
新
年
度
入
学
生
よ
り

コ
ー
ス
制
を
導
入

社会福祉
学部

刑
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

川
越
少
年
刑
務
所
を
参
観

法学部

感動的だった舩後靖彦氏（写真中央）の講演「命ある限り
道は拓かれる」

参加者全員がさまざまな感想を抱いた今回の参観。貴重な体験ができました

保護センターのムサシトミヨ。元荒川の上流部が世界で唯
一の生息地です

絆
が
深
ま
っ
た
心
理
学
部
同
窓
会
と
の
共

催
に
よ
る
15
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

理
学
で
す
。

　

例
え
ば
、
対
人
･
社
会
心
理
学

で
は
「
血
液
型
に
よ
っ
て
人
の
性

格
は
ど
う
違
う
の
か
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
研
究
し
ま
せ
ん
。
血

液
型
と
性
格
に
つ
い
て
研
究
す
る

と
し
た
ら
、「
な
ぜ
人
は

血
液
型
で
人
を
分
類
し
よ

う
と
す
る
の
か
」と
か「
血

液
型
性
格
判
断
が
的
中
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
で
研
究
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
心
理
学
で
は

調
査
や
実
験
、
デ
ー
タ
処

理
や
統
計
学
の
勉
強
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　

対
人
･
社
会
心
理
学
科

で
は
、
4
年
生
に
な
る
と

全
員
が
自
分
で
実
験
や

心
理
学
部 

対
人･

社
会
心
理
学
科 

教
授

　
「
心
理
学
を
勉
強
し
て
い
る
」

と
言
う
と
、
す
ぐ
に
「
人
の
心
が

読
め
る
の
?
」と
聞
か
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
大
き
な
誤
解
で
す
。
当
の

本
人
も
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
な

「
行
動
の
原
因
」
を
探
る
の
が
心

高野 有代（心理学部 対人･社会心理学科4年）千葉県立船橋芝山高等学校出身

それぞれの興味・関心に合わせて
社会心理学全般に幅広い研究ができる

論
文
精
読
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
繰
り
返
し

問
題
提
起
や
仮
設
の
立
て
方
な
ど
を
学
ぶ

古
屋 

健
ゼ
ミ

古屋先生のご専門は青年期発達心理や心理的スト
レスですが、私たちは自分の興味・関心に合わせ
て社会心理学全般に幅広い研究ができます

これは昨年の卒論発表会の風景。古屋ゼミで学んだ集大成。2・3年のゼミ生の前で研究の内容を
発表します

き
っ
ち
り
と
勉
強
し
つ
つ
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

に
、こ
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
持
ち
、

女
子
大
学
生
の
進
路
に
親
子
関
係

が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
、
質
問
紙
を
使
っ
た
調
査
を
し

ま
し
た
。
今
は
デ
ー
タ
の
分
析
も

終
わ
り
、
卒
論
執
筆
の
大
詰
め
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

古
屋
ゼ
ミ
の
雰
囲
気
は
何
と

言
っ
て
も
「
程
良
い
〝
ゆ
る
さ
〟」

で
す
。
学
生
同
士
の
意
見
交
換
は

も
ち
ろ
ん
、
先
生
と
ゼ
ミ
生
の
距

離
が
近
く
、
講
義
以
外
の
時
間
で

も
研
究
室
に
行
っ
て
、
先
生
に
気

軽
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
講
義
中
は
き
っ
ち
り
と
勉
強

し
つ
つ
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
が
あ
り
、
め
り
は
り
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
す
。

き
、
論
文
を
読
む
力
も
つ
い
て
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ま
と
め
直
し
た
レ
ポ
ー

ト
は
順
番
に
発
表
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
テ
ー
マ
の
研
究
史
や
ほ

か
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
性
な
ど
を

先
生
に
解
説
し
て
頂
け
る
の
で
、

よ
り
深
い
理
解
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
心
理
統
計
や
統
計

ソ
フ
ト
に
つ
い
て
も
勉
強
す
る
の

で
、
安
心
し
て
論
文
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

4
年
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
3
年
で

身
に
付
け
た
知
識
を
生
か
し
、
各

自
が
興
味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
で
実

験
や
調
査
を
行
い
、
先
生
の
個
別

指
導
を
受
け
な
が
ら
卒
論
を
書
き

ま
す
。
そ
し
て
、
論
文
が
出
来
上

が
る
と
、
最
後
に
卒
論
発
表
会
が

開
か
れ
、
2
・
3
年
の
ゼ
ミ
生
の

前
で
研
究
の
内
容
を
発
表
し
ま
す
。

　

古
屋
先
生
の
専
門
は
青
年
期
発

達
心
理
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス
で
す

が
、
卒
論
の
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
私
た
ち
ゼ
ミ
生
の
興
味
・
関

心
に
合
わ
せ
て
、
社
会
心
理
学
全

般
に
幅
広
い
研
究
が
で
き
ま
す
。

私
は
3
年
の
ゼ
ミ
で
、
親
子
関
係

と
進
路
選
択
に
関
す
る
論
文
を
読

ん
で
発
表
し
た
の
を
き
っ
か
け

調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
集
め
、

卒
業
論
文
を
書
き
ま
す
。
古
屋
ゼ

ミ
で
は
卒
論
執
筆
に
向
け
て
、
段

階
的
に
勉
強
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
3
年
生
の
ゼ
ミ
で
は
、
前
期

に
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ

い
て
論
文
を
読
み
、
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
ま
と
め
直
す
作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
を
何
度
か
繰
り
返
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
問
題
提
起
の
仕

方
、
研
究
史
の
ま
と
め
方
、
仮
説

の
立
て
方
な
ど
が
自
然
に
身
に
付

昨年の夏合宿は河口湖。この「程良い“ゆるさ”」がゼミの魅
力です
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お
隣
の
韓
国
は
、
パ
ク
・
ク

ネ
大
統
領
〝
弾
劾
〟
で
国
内
は

騒
然
と
化
し
て
い
る
。
若
い
学

生
諸
君
に
は
想
像
も
つ
か
な
い

だ
ろ
う
が
、
半
世
紀
以
上
も
前

の
日
本
で
も
同
様
に
、
全
学
連

の
デ
モ
隊
が
連
日
連
夜
国
会
周

辺
を
取
り
囲
み
、
警
察
隊
と
激

突
し
て
死
傷
者
を
出
す
ほ
ど
緊

迫
し
た
状
況
下
に
あ
っ
た
。

　

当
時
学
長
で
あ
っ
た
石
橋
湛

山
は
、
岸
信
介
首
相
に
対
し
、

そ
の
強
硬
姿
勢
に
自
制
（
暗
に

辞
職
）
を
求
め
る
私
信
を
送
っ

た
。『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
2
0
1
6

年
10
月
30
日
号
と
11
月
13
日
号
）

が
報
じ
た
と
お
り
、
こ
の
私
信

で
は
あ
る
秘
話
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
。

　

湛
山
が
3
年
前
に
内
閣
を
組

閣
し
た
際
、
昭
和
天
皇
に
閣
僚

名
簿
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
天

皇
は
岸
外
相
を
指
し
て
「
岸
は

東
条
以
上
の
戦
争
責
任
者
で
あ

る
」
と
そ
の
就
任
に
難
色
を
示

し
た
。
驚
い
た
湛
山
は
言
葉
を

尽
く
し
て
岸
入
閣
の
必
要
性
を

説
き
、「
そ
れ
な
ら
ば
止
む
を

得
な
い
が
」
と
矛
を
収
め
ら
れ

た
が
、
ま
た
先
の
言
を
繰
り
返

し
た
と
い
う
。

　

湛
山
は
病
魔
に
襲
わ
れ
て
2

か
月
で
首
相
の
座
を
そ
の
岸
に

渡
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

時
、
天
皇
が
ど
の
よ
う
な
気
持

で
こ
れ
を
受
け
止
め
た
か
、
と

思
い
を
馳
せ
る
と
、「
大
変
申

し
訳
な
い
気
持
で
あ
っ
た
」
と

漏
ら
し
て
い
る
。

　

結
局
、
岸
首
相
は
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
米
大
統
領
訪
日
が
困
難

に
な
っ
た
時
点
で
辞
任
を
決
意

し
た
。
目
下
、『
昭
和
天
皇
実
録
』

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
も
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
一
コ

マ
で
あ
る
。

　

戦
後
の
新
憲
法
下
で
も
天
皇

が
政
治
的
影
響
力
を
維
持
し
て

い
た
実
例
で
あ
る
が
、
他
面
、

前
首
相
の
湛
山
が
戦
後
保
守
の

良
識
を
代
表
し
て
現
職
首
相
に

責
任
を
迫
る
気
魄
に
、
政
治
家

と
し
て
の
矜
持
を
見
る
思
い
が

す
る
。

　

12
月
25
日
発
行
の
第
6
号
で
は
、

大
学
新
聞
連
盟
例
会
に
お
い
て
、
立

正
大
學
新
聞
が
満
場
一
致
で
連
盟
へ

の
加
入
を
可
決
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第

7
号
（
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
1

月
13
日
発
行
）
で
は
「
立
正
大
學
新

聞
の
行
く
べ
き
道
」
と
題
し
た
以
下

の
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
立
正
大
學
新
聞
創
刊
し
て
半
歳

餘
そ
の
間
、
號
を
重
ぬ
る
こ
と
六
、

而
も
昨
年
十
一
月
に
於
て
、
既
に
新

聞
聯
盟
に
加
入
す
る
を
得
た
。（
中
略
）

　

由
来
、新
聞
は
記
事
（
ニ
ュ
ー
ス
）

と
論
説
（
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
と
、
廣
告

に
依
り
て
成
立
す
る
も
の
の
如
く
で

あ
る
。
我
立
正
大
學
新
聞
も
、
少
く

　
『
立
正
大
學
新
聞
』
の
創
刊
は

1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
5
月
20
日

で
、1
9
0
4（
明
治
37
）年
の
日
蓮

宗
大
学
林
設
立
か
ら
数
え
て
創
立
25

周
年
、
1
9
2
4
（
大
正
13
）
年
の

大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
か
ら
5
周

年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

　

創
刊
第
2
号
は
大
学
の
創
立
記
念

日
に
合
わ
せ
、
6
月
15
日
に
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
周
年
記
念
祭
の
行
事

予
定
と
と
も
に
、
1
9
2
5
（
大
正

14
）
年
4
月
か
ら
一
般
子
弟
の
入
学

を
許
可
し
発
展
す
る
立
正
中
学
、
同

年
設
立
の
立
正
商
業
学
校
、
翌
年
創

立
の
立
正
実
務
学
校
、1
9
2
7（
昭

和
2
）
年
に
立
正
裁
縫
女
学
校
と
し

て
創
立
し
、
翌
年
改
称
し
た
立
正
女

子
職
業
学
校
、
さ
ら
に
同
校
と
同
時

に
創
立
さ
れ
た
立
正
幼
稚
園
な
ど
の

概
要
も
記
さ
れ
て
お
り
、
学
園
の
発

展
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

遠
江
（
現
在
の
静
岡
県
西
部
）
に
て
、

随
時
庵
先
生
に
師
事
し
た
編
者
が
、
自

身
と
仲
間
た
ち
の
歌
を
集
め
て
編
ん
だ

和
歌
集
で
す
。
編
纂
時
期
は
元
禄
4

（
1
6
9
1
）
年
で
、
3
3
3
首
の
歌
を
収

め
て
い
ま
す
。
随
時
庵
の
ほ
か
、
公
家
の

歌
人
た
ち
が
指
導
者
的
な
立
場
に
い
た
よ

う
で
す
。
ほ
か
に
伝
本
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
が
、遠
江
の
人
の
歌
を
集
め
た『
細
江
草
』

と
関
連
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
元
禄
期
に
お
け
る
遠
江
の
和
歌

活
動
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
す
。

の
来
校
も
あ
っ
た
。

　

今
年
は
「
宮
澤
賢
治
生
誕

1
2
0
年
」
だ
が
、
か
つ
て
ド

イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
の

ヨ
ハ
ン
ナ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教

授
が
賢
治
の
講
演
に
来
校
し

た
。
ド
イ
ツ
の
浮
世
画
美
術
館

館
長
も
本
学
の
名
品
展
に
来
校

（『
立
正
大
学
の
1
2
0
年
』『
開

校
1
2
0
周
年
記
念
事
業
・
行

事
記
録
写
真
集
』
な
ど
）。
石

橋
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
学
会

  

大
学
は
生
き
も
の
で
あ
る
。

教
授
の
先
生
方
、
職
員
の
諸

氏
、
学
生
諸
君
が
そ
れ
ぞ
れ
に

活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
の
が

嬉
し
い
。
大
学
は
、
い
ろ
い
ろ

な
方
と
御
縁
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
希
有
な
場
所
…
…
。
ふ
と

「
1
2
0
周
年
に
サ
ッ
チ
ャ
ー

英
国
元
首
相
が
来
校
し
た
」
と

口
に
し
た
と
こ
ろ
、
大
層
驚
か

れ
て
ビ
ッ
ク
リ
!　

か
つ
て

は
、
当
時
の
ネ
パ
ー
ル
皇
太
子

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 　回

と
も
新
聞
と
稱
す
る
か
ら
に
は
、
此

の
三
要
素
を
備
へ
る
の
要
あ
り
と
、

吾
人
は
信
ず
る
。（
中
略
）

　

新
聞
紙
の
使
命
は
、
目
的
は
、
多

な
る
べ
し
。
大
學
新
聞
に
於
け
る
亦

仝
じ
。
而
し
て
、
そ
の
一
使
命
と
し

て
、
校
史
と
な
す
こ
と
亦
可
な
る
べ

し
。
若
し
校
史
た
る
こ
と
可
な
り
と

せ
ん
か
、
記
事
は
正
確
な
る
こ
と
を

要
す
。
而
も
、
限
ら
れ
た
る
紙
面
に

於
て
は
、
簡
に
し
て
要
を
得
べ
き
こ

と
や
必
せ
り
。
こ
こ
に
於
て
か
、
新

聞
部
員
の
文
筆
、
重
責
あ
る
も
の
の

如
し
。
知
ら
ず
、
現
在
の
新
聞
部
員

は
如
何
に
し
て
選
出
せ
ら
れ
た
る
や

を
。

　

提
言
す
。
大
學
新
聞
は
須
ら
く
定

に
、
や
ん
ご
と
な
き
お
方
が
お

し
の
び
で
お
見
え
に
な
っ
た
と

も
…
…
。
開
校
1
2
0
周
年
に

は
、
米
国
メ
イ
ン
州
立
の
サ
ザ

ン
･
メ
イ
ン
大
学
学
長
一
家
が

来
校
。
筆
者
は
そ
の
後
、
同
校

に
表
敬
訪
問
し
た
。

  

卒
業
生
の
活
動
が
嬉
し
い
。

世
界
の
最
高
峰
14
座
を
日
本
で

た
だ
一
人
制
覇
し
た
竹
内
洋
岳

氏
も
ご
く
普
通
の
人
で
あ
る
。

戦
後
、
一
世
を
風
靡
し
た
ワ
タ

ナ
ベ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
渡

辺
晋
氏
は
、
立
正
中
学
卒
業
生

の
同
期
会
に
出
て
来
る
と
、
少

年
時
代
に
暗
記
し
た
日
蓮
聖
人

の
『
諸
法
実
相
鈔
』
の
一
節
を

朗
々
と
唱
え
た
と
い
う
。戦
後
、

立
正
高
校
を
出
て
、『
週
刊
朝

日
』
の
「
山
藤
章
二
の
似
顔
絵

塾
」
を
永
ら
く
つ
づ
け
て
き
た

山
藤
章
二
氏
に
は
、
1
2
0
周

年
の
頃
の
最
初
の
建
築
が
出
来

た
と
き
に
、
同
級
で
あ
っ
た
学

園
常
務
理
事
の
持
田
貫
宣
氏
を

通
じ
て
来
校
し
て
も
ら
っ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査

で
、
本
学
出
身
の
社
長
が
全
国

の
大
学
で
12
位
で
あ
る
と
か
。

教
員
の
分
野
で
も
郵
政
会
の
分

野
な
ど
で
も
、
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
い
る
。
今
年
、
日
本
青
年
会

議
所
の
事
務
局
長
に
就
任
し
た

市
川
直
美
氏
も
本
学
出
身
で
あ

る
。
地
味
に
堅
実
に
活
動
す
る

諸
氏
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

大
学
広
報
紙
の
変
遷
②  

〜『
立
正
大
學
新
聞
』の
行
く
べ
き
道
〜

第9回

希
望
図
書
の
購
入
依
頼
に
も
対
応

　

情
報
収
集
や
論
文
作
成
に

欠
か
せ
な
い
立
正
大
学
図
書

館
。
本
学
で
は
品
川
・
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て
、
お

よ
そ
90
万
冊
の
書
籍
が
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

社
会
科
学
・
自
然
科
学
系
を

中
心
と
し
た
約
28
万
冊
を
所

蔵
し
て
い
る
の
が
熊
谷
図
書

館
で
す
。

　

シ
ン
プ
ル
で
都
会
的
な
品

川
図
書
館
と
比
べ
、
緑
の
多

い
熊
谷
図
書
館
か
ら
は
温
か

な
印
象
を
受
け
ま
す
。
職

員
を
中
心
に
総
勢
25
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
と
資

料
整
理
に
分
か
れ
、
資
料
の

貸
し
出
し
や
受
け
入
れ
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
希
望
図
書
の

購
入
依
頼
を
受
け
付
け
て
お

り
、
学
生
の
専
攻
に
合
っ
た

資
料
が
多
く
申
請
さ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
学
生
自
身

が
書
籍
を
推
薦
す
る
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
や
選
書
ツ
ア
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
が
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
で
選
ば
れ
た

図
書
は
貸
出
数
も
伸
び
る
そ

う
で
す
。こ
れ
ら
の
行
事
は
、

図
書
館
職
員
が
学
生
の
求
め

る
書
籍
の
傾
向
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
有
用
な
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

　

ま
た
、
3
階
閲
覧
室
に
あ

る
個
人
デ
ス
ク
と
、
地
下
1

階
の
端
末
室
は
パ
ソ
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
落
ち
着

い
て
課
題
に
取
り
組
め
る
と

評
判
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
他
大
学

へ
の
紹
介
状
発
行
や
I
L
L

（
図
書
館
間
相
互
貸
借
）
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
学

生
や
教
職
員
が
利
用
で
き
ま

す
が
、
学
生
の
認
知
度
は
低

め
な
の
で
、
よ
り
多
く
の
人

に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

図
書
館
は
日
々
変
化
す

る
学
生
の
学
修
ス
タ
イ
ル
や

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

   

天
白
悠
斗 

文
学
部
史
学
科
1
年

   

菅
沼
直
樹 

文
学
部
社
会
学
科
1
年

熊谷図書館を拠点に、さまざまな学術情報を提
供する職員の皆さん

「創立25周年記念の大提灯行列」昭和3年6月立正大学新
聞部発行より

期
刊
行
た
る
べ
し
。
而
も
、
現
勢
の

本
學
に
あ
り
て
は
月
刊
な
る
こ
と
妥

當
な
り
。
徒
に
刊
行
期
を
多
く
し
て
、

文
藝
新
聞
た
る
の
邪
道
に
陥
る
こ
と

勿
れ
。

　

更
に
云
ふ
。
新
聞
部
員
た
る
も
の

は
、
自
ら
事
に
當
り
、
自
ら
筆
を
揮

ふ
の
要
あ
り
と
。
而
も
そ
の
運
筆
た

る
や
公
平
無
私
な
る
こ
と
論
を
待
た

ず
。（
中
略
）
新
聞
部
員
た
る
も
の
、

正
確
な
る
判
断
（
ジ
ャ
ッ
ジ
）
を
以

て
、
記
事
と
な
す
要
あ
り
と
認
む
る

會
合
に
は
必
ず
出
席
す
べ
し
。

　

寫
眞
亦
記
事
の
一
部
た
る
こ
と
論

を
ま
た
ず
。
而
し
て
、
我
立
正
大
學

新
聞
の
寫
眞
の
鮮
明
な
る
は
、
以
て

喜
ぶ
べ
き
な
り
。

　

行
け
、
立
正
大
學
新
聞
よ
。
邪
道

に
陥
る
こ
と
な
く
、
立
正
大
學
の
前

衛
と
し
て
、
而
も
殿
軍
と
し
て
。」

　

当
時
の
学
生
た
ち
の
新
聞
報
道
に

か
け
る
確
固
た
る
決
意
表
明
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
『
立
正
大
學
新
聞
』
は
こ
の
の
ち
、

第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
の
前
年
と
な

る
1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
ま
で
の

12
年
足
ら
ず
の
間
に
1
1
4
号
を
発

行
し
、
校
史
に
か
か
る
使
命
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事務局の仕事を学生記者が密着取材!!

大
学
の
伝
統
と
と
も
に
生
き
、

社
会
で
活
動
す
る
同
窓
生

開校120周年に来校したサッチャー英首相（当時）と筆者

石橋湛山の岸首相宛私信と昭和天皇
増田  弘（法学部特任教授）

元禄期に遠江で
編纂された和歌集

詠
草
和
歌
聞
書
　

1
冊
　
写
本
　
編
者
不
詳

[

江
戸
中
期
〜
後
期
写]

「立正大学第二回卒業記念」昭和3年3月より

図書館は
学びの強い味方

熊谷学術情報課
（熊谷キャンパス：熊谷図書館）

事務局
紹介
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　謹んで新年のお慶びを申し上げます。平成28年度は「モラリスト×エキスパート」を育む。という
教育目標に沿った人材輩出を目指すべく「キャリア開発基礎講座」のリニューアルを開始し、現段階で
一定の効果を上げています。これに加え、来たる平成29年度に中核事業の一つである「資格取得支援」
の拡充を行うことが決定しました。どのような構想なのか、所正文センター長に聞いてみました。

授業改革に続き、
資格取得支援 の
　　　　拡充が決定!

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　今年1年がみなさまにとって健やかな1年
となりますよう、紙面をお借りして祈念申し
上げます。
　さて、選考開始時期が8月から6月に変更

となった採用選考スケジュールですが、巷では史上空前の売り手市場とも言わ
れています。企業が母集団の確保や選考スケジュールの短縮、内定者の囲い込
みなどに腐心し続けている中、学生の奔放な行動に振り回された上に採用活動
が長期化している、というのが定説のようですが本当にそうでしょうか。
　実は今年度の採用の特徴として「充足状況にかかわらず一定期間で採用選考
を打ち切る」ケースが増えています。ただし採用チャンネルは閉じず、問い合わ
せに応じた個別対応を行っています。
　これは昨年度の就活超長期化によって社内機能に支障が生じた企業の防衛策
でもありますし、一方では効率の悪い採用形態に見切りをつけ、志望度の高い
学生を厳選して採用したいという思惑も透けて見えます。つまり史上空前の売り
手市場などと言われていますが、その実主導権は学生側にありません。採用市
場をコントロールしているのはあくまで企業の論理であり、この段階でも質に疑
問の残る学生に内定を出すことはありません。
　とはいえ、キャリサポでは今年度も多数の求人票を現段階で受け付けていま
すので、チャンスはまだまだ続いています。この時期就活に取り組む学生の多く
は「自己流」で就活を進めているケースが多く、自身の弱点を発見したり改善し
たりという作業を得意としていません。最終コーナーに差し掛かった今こそ、キャ
リアカウンセリングを活用して弱点を克服するチャンスです。納得の就活を実現
しましょう!
　3年生は就活が本格化するシーズンが目前に迫っていますが、多くの学生が訪
れる学内や学外イベントでは、駅前や会場周辺でアンケートやパフォーマンスを
行っている団体をよく見かけます。中にはみなさんを肉体的・精神的に拘束し、
脅迫まがいの行動に出る団体も確認されています。自己啓発系や高額な参加費
が必要なイベントにも、十分注意しましょう。

キャリサポは

こう見ていま
すキャリサポは

こう見ていま
す

品川キャリアサポート課
草川 文博

―授業改革に続いて資格取得支援の
改革に踏み切った経緯をお聞かせく
ださい
所  21世紀に入ってから各大学が

本格的にキャリア教育に取り組んで
おりますが、内容的には試行錯誤の
状態が続いています。本学において
も、平成15（2003）年度にキャリ
ア開発基礎講座が開設された後、さ
まざまな改革が行われてきました。
そして、今回ようやく一つの方向性
が見えてきました。キャリア開発基
礎講座のシラバスの統一、インター
ンシップの強化、学部･学科横断的
な資格取得支援改革などです。3番
目の資格取得支援改革にはとりわけ
力を入れております。
―具体的にはどのような拡充が図ら
れるのですか?
所  これまで対象となっていた7

講座を、17講座に拡大する予定で
す（別表参照）。仕事に就くために
必要な資格、自分の可能性を広げる
資格や語学関連を拡充します。さら
に公務員や教員等採用試験対策講座
については、より充実させておりま
す。ただし、やみ雲に資格取得に走
るのではなく、自己分析をしっかり
と行い、自らに適合した資格取得を
行うことが重要になります。そのた
めに、キャリア開発基礎講座の受講
を通して、自らの指針を定めること
が大切になります。そして、悩んだ

際には、遠慮なく当
センターを訪れ、カ
ウンセラーに相談し
てほしいと思いま
す。

―なぜそんなに増やすのですか?
所  ポイントは大きく分けて3つ

あります。学生の基礎学力を向上さ
せること、学生の人生航路の羅針盤
を確立させること、そして、近い将
来に是非とも実現させたいエクステ
ンション･センターへの足掛かりとし
たいことがあります。現代の大学教
育において、学部の専門教育とはま
た別な次元で、キャリア教育は大変
重要であり、その役割を当センター
が担っていると自負しております。
我々が最も重視したいことは、学生
の人生航路の羅針盤を確立させるこ
とであり、必ずしも資格取得ではあ
りません。しかし、自らの生きる指
針を定め、前進していく際に、資格
取得は大変重要になります。人生の
どの段階からでも取り組めて、結果
が残るものが資格取得と言えるから
です。
―誰もがいつからでもどこからで
も、どの段階からでも、ですか?
所  そうです。本来は大学入学当

初から将来の目標を定めて計画的に
取得することが理想的ですが、そう
した学生はなかなかおりません。ま
た、在学生のみならず、本学卒業生、
さらに将来的には本学周辺の民間企
業にお勤めの社会人の方々にも広く
門戸を開放することで、地域に根ざ
したキャリア教育拠点になればと
思っております。
―在学生以外にも講座への受け入れ
を拡大するのですか?
所  来年度からすぐにというわけ

にはいきませんが、なるべく早く実
施したいですね。特に進路未決定の

まま卒業したり、卒
業後に短期間で離職
してしまった卒業生
への支援は、本学と
して大変重要な課題であると考えて
います。
―若年層の未就業者や離職者への
支援には、どのような意味合いがあ
るのでしょうか?
所  厚生労働省による「新規学校

卒業就職者の在職期間別離職状況」
によると、大卒新入社員のうち入社
1年以内の離職者が約15%、入社3
年以内の離職者で見ると30%を超
えています。これら離職者の再就職
や未就職者のキャリア形成に向け
て、労働界ではさまざまな対策が施
されておりますが、必ずしも十分で
はありません。本学のキャリア形成
支援は、卒業生まで含めて実施する
ことが、元々センター業務として定
められております。そのため今後は、
卒業生に対して本腰を入れて支援を
行います。具体的には、キャリアカ
ウンセリングと資格取得支援が中心
になると思います。卒業生が自信を
持って社会に羽ばたける支援体制を
確立していきたいと思っております。
―これだけ講座が増加すると、運営
面の負担が増加しませんか?
所  本学は平成22年度より大原

学園と業務提携を締結しており、講
座受験者の合格者増と充実を図るだ
けでなく事務処理等についても業務
委託を行っています。これにより安
定した講座運営と、学外で受講する
よりも安価な価格設定を実現してい
ます。

―公務員採用試験対策講座も、合格
者が年々増えているとのことです
が?
所  平成27年度の公務員採用試

験合格者は136名で、昨年の1.17
倍、一昨年と比べると1.58倍となっ
ております。このうち100名が講座
受講者ですので、学内合格者の約7
割強を占めることになりますね。
―最後に、これからの展望について
お聞かせください
所  大学の社会的役割、都心の一

等地に立地している品川キャンパス
の地理的優位性などを考えると、立

正大学が18歳学生
のみならず、学習意
欲の高い社会人を招
き入れたエクステン
ション･センターを
開設することは、当然の帰結である
と考えます。また、安定的に多種多
様な講座が受講できる環境は在学生
にとっても、これまで以上に好まし
い学習環境となるはずです。本学の
キャリア教育は大きく前進しており
ます。今年もスタッフ一丸となって
尽力して参りますので、ご支援のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。

※�一部変更となる場合があります。詳細は新年度に配布されるキャリア開発関連科目シラバス
「Let's�TRY」でご確認ください。

●平成29年度より開講予定の講座
ITパスポート講座 リテールマーケティング(販売士)検定3級講座

基本情報技術者試験講座（Java.Lv2） 色彩検定（カラーコーディネーター）3級講座

国内旅行業取扱管理者講座 医療事務能力検定3級講座

宅地建物取引士講座 中国語検定試験講座

ビジネス実務法務検定3級講座 介護職員初任者研修

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」をお伝えします。

キャリアサポートセンター  責任編集

社会環境の変化に遅れない支援体制を目指して

新年度に向け、変わるキャリサポ

　プログラムのしめくくりとなる実習報告会が、多くの実習先様にご参加頂き両キャンパスで行われました。
　今年度は307名の学生が実習に取り組み、社会人として必要な素養や心構えを実感し、実習後の共有と振り返りを
経てこの日の発表に臨んでいます。

心理学部教授、早稲田大学大学院・文学研究科修了
文学博士。㈱日通総合研究所・研究員として活動の後、
東京理科大学諏訪短大（現 諏訪東京理科大）専任講
師、国士舘大学助教授・教授を経て、2011年に本学
着任。2016年度から現職。主な研究テーマは「生涯
発達とキャリアデザイン」「超高齢社会と交通」。高齢
ドライバーに関連する諸問題等で、多くのテレビ番組
に出演。

キャリアサポートセンター長
所 正文 教授

PICK UP!

インターンシップ実習報告会、両キャンパスで開催!

熊谷キャンパス
（11月9日）

品川キャンパス
（11月1日）

学生諸君、
おつかれさま !

僕たち、
がんばりました!
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20分　4号館 各教室
〈グループディスカッション対策講座〉
◆2月25日(土)13時〜17時　9号館 各教室
〈就活総点検講座(書類作成対策編)〉
◆2月28日(火)2限　石橋湛山記念講堂
〈就活総点検講座(面接・GD対策編)〉
◆2月28日(火)3限　石橋湛山記念講堂
〈就活キックオフミーティング〉
◆2月28日(火)4限　石橋湛山記念講堂
〈学内合同企業説明会(企業)〉
◆3月9日(木)13時30分〜16時30分
4号館 各教室
〈学内合同企業説明会(公務員)〉
◆3月10日(金)13時30分〜16時30分
4号館 各教室

キャリアアワー
〈SPI3模試〉
◆1月10日(火)4限、13日(金)5限　4号館
3F 431教室
〈グループディスカッションワーク〉
◆1月17日(火)4限、20日(金)5限　4号館
3F 431教室
〈3月1日までにすべきこと〉
◆2月7日(火)4限、10日(金)5限　4号館1F 
411教室
〈SPI3直前対策セミナー〉
◆2月17日(金)4限　5号館1F 511教室
〈面接対策ワーク〉
◆2月14日(火)4限、17日(金)5限　5号館
1F 512教室
〈就活解禁1週間前待ったなし講座〉
◆2月22日(水)4限　4号館1F 411教室
〈一般常識模試〉
◆2月24日(金)5限、27日(月)4限　4号館
2F 421教室
〈自己分析講座〉
◆3月2日(木)3〜5限　9号館5F 952教室

業界研究セミナー
〈(日経)人事担当者によるパネルディスカッション〉
◆1月10日(火)5限　4号館3F 431教室
〈(出版)株式会社集英社〉
◆1月13日(金)4限　4号館3F 431教室

〈(旅行)近畿日本ツーリスト株式会社〉
◆1月17日(火)5限　9号館4F 943教室
〈(日経)人事担当者によるパネルディスカッション〉
◆1月20日(金)4限　9号館4F 943教室
〈(不動産：住宅)大和ハウス工業株式会社〉
◆2月7日(火)5限　4号館1F 411教室
〈(メーカー：食品)小川珈琲株式会社〉
◆2月10日(金)4限　4号館1F 411教室
〈(外食・中食)銀座アスター食品株式会社〉
◆2月13日(月)5限　4号館1F 411教室
〈(メーカー：食品)株式会社伊藤園〉
◆2月22日(水)5限　4号館1F 411教室
〈(メーカー：化学)三笠産業株式会社〉
◆2月23日(木)4限　4号館1F 411教室
〈(金融：信用金庫)城南信用金庫〉
◆2月23日(木)5限　4号館1F 411教室
〈(金融：証券)みずほ証券株式会社〉
◆2月24日(金)4限　4号館1F 411教室
〈(商社・卸)株式会社エービーシー商会〉
◆2月27日(月)5限　4号館1F 411教室

〈先輩取材プロジェクト事前ガイダンス〉
◆1月6日(金)3限　9号館5F 952教室
◆1月10日(火)2限　9号館5F 952教室
◆1月11日(水)12時10分〜12時50分/4限
　4号館3F 431教室
〈先輩取材プロジェクト〉
◆2月6日(月)・8日(水)9時〜18時　石橋湛
山記念講堂
〈先輩取材プロジェクト報告会〉
◆2月13日(月)4限　4号館2F 421教室
◆2月14日(火)5限　5号館1F 511教室

　問品川キャリアサポート課
　☎03-3492-6697

就職関連ガイダンス・イベント (熊谷)
〈証明写真撮影会〉
◆1月11日(水)12時〜17時30分　1号館3F
〈メイクアップ講座〉
◆1月11日(水)2・3・4限　1203教室　
〈先輩取材プロジェクト事前ガイダンス〉
◆1月12日(木)12時50分〜14時20分　
〈第6回就職ガイダンス(社会福祉学部)〉

◆1月12日(木)　
＜学内合同説明会＞
◆2月23日(木)・24日(金)10時〜12時30
分／14時〜16時30分　AC3階
〈学内合同企業説明会〉
◆3月15日(水)・16日(木)　

　問熊谷キャリアサポート課
　☎048-536-6016

同窓会

同窓会新年会開催のご案内　東京支部・
経済学部同窓会
◆1月28日(土)12時30分〜15時15分　◆
支部長：手嶋眞人(S36経済卒)・学部会長：
三澤金一郎(S38経済卒)◆新年会(BINGO
ゲーム、他)　品川区：ゲートシティ大崎　シ
ティプラザ地下1階「ROUJI大崎」　問事務
局長：野呂文人氏☎070-2828-8866・幹
事長：佐藤弘道氏☎080-3364-3997

橘経営倶楽部・水上バスツアー
◆2月18日(会費3,000円/40名限り)
1次会：水上バスツアー14時 日本橋集合
(120分)　2次会：懇親会17時 日本橋周辺
予定　※詳細は同窓会HP掲載(1月末締切)　
問 申込先　☎090-6007-5818(林)　
FAX：03-6412-8256(清水)　メール： 
rissho.keiei.dousoukai@gmail.com

入試関連

付属内部進学者・保護者向け入学準備ガ
イダンス【第2回】
◆2月18日(土)9時30分〜16時　品川キャ
ンパス　9　第1部)9時30分〜入学予定者の
英語課題テスト・グループワーク　第2

部)13時〜入学予定者・その保護者向け入学
準備ガイダンス　第3部)14時30分〜　特別
公開講座　講師　作家三浦しをん氏・三浦佑
之文学部教授　問広報課

春期オープンキャンパス(品川キャンパス)
◆3月19日(日)10時〜16時
問品川入試課☎03-3492-6649

式典・法要

釈尊涅槃会・日蓮聖人降誕会・東日本大
震災七回忌法要
◆1月13日(金)14時30分〜16時　追悼法要
　特別講演「マスコミでは語られない被災
地」　石橋湛山記念講堂

イベント

第9回障がい者スポーツ体験学習会
◆1月28日(土)10時〜15時　熊谷キャンパ
ス　スポーツキューブ2階アリーナ(体育館)
　1)学習 ①障がいの理解 ②アダプテッドス
ポーツとは　2)実技 ①アイマスク体験 ②
カーリング ③フライングディスク ④なら
びっこベースボール ⑤ボッチャ ⑥四面卓球
バレー ⑦車椅子バスケットボール　問社会
福祉学部「障がい者スポーツ体験学習会」係
☎048-536-1328

立正大学熊谷キャンパス開設50周年記念
体育会剣道部「第5回橘練成会」
◆3月12日(日)8時30分〜16時3０分　熊
谷キャンパス　スポーツキューブ　付属校・
近隣中高剣道部の生徒による練習試合と大学
生基立ちによる地稽古　問社会福祉学部事
務室(坂上)☎048-536-1328
剣道部HP　http：//ris-ken50.net/

※�記載されている予定は平成28年12月16日現在のものです。予告なく変更になる場合がありますので、問い合わせ先への確認をお願いします。

●心理学部公開講座
「魅かれあうこころの不思議 －愛と愛でないもの－」
10月14日(金)・21日(金)　品川キャンパス　1152教室

●平成28年度秋季立正オープンカレッジ
10月8日(土)・15日(土)・22日(土)・29日(土)
熊谷キャンパス　Ａ１０１教室

●平成28年度「しながわ学」
11月２日（水）・９日（水）・16日（水）・30日（水）

　第1回講座「愛の軌跡とその逸脱」は本学心理学部対人・
社会心理学科　川名好裕教授と本学心理学部臨床心理学科　
米田弘枝教授の二人が担当しました。川名教授は、「コミュニ
ケーション」「共行動」「身体接触」という3つの交流形態によっ
て関係が進展していくとし、男女関係の愛を育む秘訣につい
て考察しました。米田教授は、DV(ドメスティック・バイオレンス)について分析を行い、一方が他方に暴
力をふるうという犯罪行為を事前に防ぐにはどうすればよいか、対策を考えました。
　第2回講座「愛情表現の光と陰」は東京未来大学　大坊郁夫教授と東洋大学社会学部　桐生正幸教授
の二人が担当しました。大坊教授は、男女間の表現力、解読力の違いに着目し、それらの違いを意識し
双方が相手のメッセージを受け取る努力をしなければならないと説明しました。桐生教授は、「ストーカー」
をテーマに男性主義的な社会の在り方、価値観の崩壊に触れ、ストーカー加害者や被害者にならないた
めの対策に言及しました。

　講義はまず瞑想から
スタート。その後、現
在の社会情勢に触れ、
日蓮聖人が活躍した鎌
倉時代の状況と似通っ
ているとお話されまし
た。そのうえで、仏教
詩人の金子みすゞの詩
や、法華経信者の宮沢
賢治の詩を取り上げ、
悔いの無い人生を送る
ための仏の教などをお
話いただきました。

　「しながわを知る」をコンセプトに、品川に関する歴史や文化、産業、自然など品川の様々な魅力につい
て学ぶ講座で、今年で３回目となります。
　今年は「観光」をテーマに、品川キャンパス1151教室にて全４回行われました。

●経営学部公開講座
「社会とともに歩み、未来を拓く企業をめざして
  －女性企業家たちの取り組み－」
11月12日(土)　品川キャンパス　1151教室

　品川区立武蔵小山創業支援センターなどが主催する女性のためのビジ
ネスプランコンテスト「ウーマンズビジネスグランプリ in 品川」立正大
学経営学部賞受賞者である(株)BRALABO　代表取締役　西沢桂子氏、
(株)スルシィ　代表取締役　関谷里美氏のお二人をお招きし、講演とトー
クセッションを催しました。西沢氏は商品作りをお洒落だけではなく、女
性の積極的な生き方を提案することで独自のブランドを確立したことを話
されました。関谷氏はフィリピンでのバッグ作りを通して、働きたくても
働き口がない女性たちに雇用の創出と女性の自立を支援し、海外ビジネ
スを展開する中で築いた信頼関係の重要性を示しました。さらに、トーク
セッションでは(株)吉村　代表取締役　橋本久美子氏を迎えて女性が起
業することや企業活動を通じた社会貢献について意見を交わしました。

第１回「諸
しょ

悪
あく

莫
まく

作
さ

　衆
しゅ

善
ぜん

奉
ぶ

行
ぎょう

」
名誉教授（元仏教学部教授）　三友�健容

　観光型になることで商品構
成が変わり、地域住民にとっ
ては不便になることもある、
上手な融合が必要となること、
閑散期の分散化についてなど、
具体的なお話となりました。

第３回　「都市型観光ガイドの課題と提言～戸越
銀座商店街ガイドツアーの経験を踏まえて」
立正大学名誉教授　池上�和男

　まず、わが国における
他国の資源消費について
の現状に触れ、現地の生
活と食べ物の結びつきを
具体例をあげてご説明い
ただきました。
　合わせて、絶滅危惧種
に指定されたもの、外国人研修生によって支えられ
ている伝統的な加工食品など、国際問題まで発展し
ている食品についてお話されました。

　濱野健品川区長より「2020年の東京五輪に向けて、外
国人や地方の方々をお迎えする「おもてなしの心」の備え
として『しながわ学』で知識を修得いただければ幸い」と
挨拶。続いて、本学研究推進・地域連携センターの蓮見雄
副センター長の「本講義で皆様から率直な意見をぶつけて
いただき、大学の研究と市民の目線との相互作用から新た
な価値を創造したい」とのメッセージから講座がスタート
しました。
　第1回目の講義は「品川区における都市型観光開発」と
題して、鈴木誠�品川区文化観光課長より、区の基本情報、
都市型観光プランの他観光資源や観光の楽しみ方について
についてわかりやすく解説がなされ、多くの質問が出るな
ど活気ある回となりました。

第２回「「海と食べ物」または「動物の政治学」」
地球環境科学部教授　岩崎�望

　普段のしながわ学とは違う経
済学的な視点から、経済学部宮
川幸三教授が講義しました。観
光は、統計データで把握するの
は非常に難しく、数字を盲目的
に信じるのではなく、データを
見る目を養うことが必要だとのお話がありました。

第２回　「統計データから見た品川区の観光」
立正大学経済学部教授　宮川�幸三

　「英語少し通じます商店街プロジェクト」（平成26年4
月開始）を中心に、品川区における外国人の観光と「おも
てなし」について、また、区内の外国大使館、領事館との
地域交流や外国の姉妹都市との交流など、国際都市として
の品川区について説明しました。知っている単語をつなげ
るだけでも、その気持ちを込めれば外国人にも通じること、
困っている外国人がいたら、是非声をかけていただきたい
こと、そしてそれが「おもてなし」となり、品川区の国際
都市の価値を高めることを強調しました。
　講演終了後、立正大
学　齊藤学長から、全
４回出席した受講生72
名に向けて、修了証書
の授与及び記念品の贈
呈を行いました。

第４回　「外国人の観光、おもてなしについて」
品川区地域活動課協働・国際担当課長　河内�崇氏

　アメリカ西海岸北部
にあるポートランドに
ついて、街の成り立ち
や産業の特徴といった
基本情報に加え、人口
の変遷や就職・収入事
情、また街の空間の特
徴やベンチャー企業の事例などをお話しいただきま
した。1960年代末から悪化してきた経済を立て直
した今日までの道筋をご紹介いただきました。

第３回「ポートランド：地方都市再生の物語」
経営学部教授　畢�滔滔（ビイ・タオタオ）

　最終回は、学習心理
学の観点から、やる気
を出すためにやるべき
ことについて講義をい
ただきました。起きた
結果により行動が強化
されること、その行動
を少なくする方法、罰のメリットとデメリットにつ
いてお話がありました。
　後半では、やる気がでない、学習性無力感につい
て、治療の可能性、内発的動機づけ・外発的動機づ
けになどをご説明いただき、外発的動機づけから内
発的動機づけへの移行や、個々人にあった介入、ほ
める・しかることについて一貫性を持つことの重要
性に触れ、講義は終了しました。

第４回「行動の心理学」
心理学部特任講師　伊里�綾子

第1回　「品川区における都市型観光について」
品川区文化観光課長　鈴木�誠氏
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学 事

大学入学センター試験(土曜日休講)
◆1月14日(土)・15日(日)
第2期授業終了
◆1月21日(土)
第2期補講期間
◆1月23日(月)〜24日(火)
第2期終了科目・学年末試験期間
◆1月25日(水)〜2月1日(水)
第2期終了科目･学年末試験 追試験(予定)
◆2月9日(木)・10日(金)・13日(月)
成績通知表配付(卒業・進級対象者)
◆3月8日(水)
第2期・通年科目成績調査受付期間(卒
業・進級対象者)
◆3月8日(水)〜10日(金)
大学院修了式・学位記授与式
◆3月18日(土)　石橋湛山記念講堂
成績通知表配付
◆3月21日(火)
第2期･通年科目成績調査受付期間
◆3月21日(火)〜28日(火)
大学卒業式
◆3月23日(木)　大宮ソニックシティ
2〜4年生：新年度ガイダンス期間
◆3月28日(火)〜31日(金)

学術・学会

埴輪研究会
◆1月21日(土)〜22日(日)　熊谷キャンパス
　事務局担当者：池上悟(文学部教授)

講演会・セミナー

図書司書課程　高山正也先生特別講義 
「現代日本図書館の誕生秘話−NDLと
CIE、そしてJLS」
◆１月11日(水)６限　品川キャンパス　
1171教室

立正大学博物館　開館15周年記念展示 
「立正大学博物館15年のあゆみ」
◆〜1月16日(月)　品川キャンパス9号館1F
展示コーナー　問 立正大学博物館

第11回特別展「横穴墓」展　品川キャン
パス移動展開催
◆1月16日(月)〜3月20日(月・祝)　品川
キャンパス9号館1F展示コーナー　本展初公
開の中和田横穴墓群(東京都多摩市・立正大
学考古学研究室発掘)を中心に、関東におけ
る横穴墓の様相をまとめました。展示資料
は、各横穴墓から出土した須恵器はもちろ
ん、吉見百穴の発掘に尽力した坪井正五郎の
直筆書や発掘に関係した古写真や水彩画など
も多数展示しています。　問 立正大学博物館

第11回特別展「横穴墓」展　講演会
◆1月30日(月)18時〜　品川キャンパス
9B16教室　講師：池上悟(文学部教授)　松
本昌久(本学OB・千葉県長柄町教育委員会)
参加費：無料　問 立正大学博物館

ネパール交流プロジェクト「第6回在日ネ
パール人留学生によるスピーチコンテスト」
◆3月20日(月・祝)　石橋湛山記念講堂　主
催　日本ネパール研究センター　共催　立正
大学　問 広報課

図書館・
情報サービス

企画展：ちりめん本
◆1月11日(水)〜24日(火)　品川11号館1階 
展示コーナー

語学留学/交換留学応募者受付
◆1月20日(金)〜27日(金)　国際交流課　語
学留学：海外協定大学等の語学コースを集中
的に履修(4ヶ月〜6ヶ月)　交換留学：海外協
定大学で専門科目を履修(約10ヶ月)

 キャリア・
就活サポート

就職関連ガイダンス・イベント (品川)
〈4年生対象〉
〈第2回学内選考会ガイダンス〉
◆1月16日(月)3限/4限　9号館5F 952教室
〈ラストスパートフェア〉
◆2月9日(木)13時〜16時30分　4号館 各教室
〈学内合同企業説明会&選考会〉
◆3月8日(水)10時30分〜15時　4号館 各教室
〈東京新卒応援ハローワークによる「就職相
談コーナー」〉
◆1月11日(水)・18日(水)・25日(水)、2月1
日(水)・8日(水)・15日(水)・22日(水)・3月1
日(水)・8日(水)・15日(水)・22日(水)・29
日(水)12時30分〜16時30分　品川キャリ
アサポート課内

〈3年生対象〉
〈面接対策セミナー〉
◆1月7日(土)10時30分〜18時　4号館 各教室
〈就活用証明写真撮影会〉
◆１月10日(火)〜12日(木)、16日(月)〜20
日(火)10時〜16時　９号館 各教室
〈筆記試験対策総合講座〉
◆1月12日(木)、2月6日(月)・9日(木)・13
日(月)・16日(木)・23日(木)・27日(月)10時
30分〜14時30分　3号館3F 335教室
〈第1回就活模擬面接会〉
◆2月12日(日)13時〜17時　9号館 各教室
〈第2回就活模擬面接会〉
◆3月12日(日)13時〜17時　9号館 各教室
〈第2回業界・企業研究フェア〉
◆2月15日(水)、16日(木)10時30分〜15時

貴重書展
◆3月14日(火)〜21日(火)　品川11号館1階 
展示コーナー

石橋湛山コーナー
◆1月より常設　11号館2F　立正大学第16
代学長で、任期中に第55代内閣総理大臣も
務めた石橋湛山の著作、石橋湛山に関する書
物、学長当時の写真パネルなどを常設展示

りるさぽ(オープン端末編)受講者募集
◆通年　６号館2F RiLLCom G
　「りるさぽ」とは、Rissho University 
Library Learning Support(ライブラリー・
ラーニング・サポート)のこと。パソコン操作
に自信のない方や、ワンポイントで学習した
い方に向けて、オンデマンド講習会を実施し
ています。
【開催概要】開催日：月曜日〜金曜日(繁忙期
を除く)　対象：学生/教員/職員　対象人数：
１名〜(６名以上の場合は応相談)　内容：
Word/Excel/PowerPoint/情報検索/
office365/アプリ連携/印刷・スキャン/そ
の他、おすすめコースもご用意しています。
　 申 込 場 所 ：1 1 号 館 2 F / ６ 号 館 2 F 
(RiLLComG)PCサポートカウンター　申込
受付時間：10時〜18時

ライブラリーマガジン『立正本遊』7巻1号
発行
◆学生・教職員・利用者の皆様のヨミタイ!を
くすぐる図書館発ライブラリーマガジン『立
正本遊(りっしょうほんずさみ)』7巻1号を
2017年4月に発行予定です。
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TOEFL テスト受験申請受付
◆1月16日(月)〜27日(金)[3月27日(月)実
施]　RISコーナー　

●仏教文化公開講座
「祈りの躍動 ―民間信仰と芸能―」
10月13日(木)　品川キャンパス　石橋湛山記念講堂

●文学部公開講座
「没後400年シェイクスピアを視る」
9月28日(水)・10月5日(水)・12日(水)・19日(水)・26日(水)
品川キャンパス　石橋湛山記念講堂

　本年度の仏教文化公開講座は、立正大学建学の日である10月
13日に併せ実施されました。第1部は古河良晧理事長を導師に「日
蓮聖人御会式法要」が営まれ、第2部では文学部史学科　北村行
遠教授が「祖師信仰とお会式」をテーマに講演しました。第3部
は「鎮魂」と題して岩手郷土芸能「東京鹿踊」「二子流東京鬼剣舞」が披露され、民間信仰と郷土芸能に
持つ宗教的・文化的意味に迫るとともに東日本大震災の復興を祈願しました。日本人の精神的支柱であ
り続ける仏教の可能性に触れ、その現代的な意義を知ることのできる講座となりました。

　文学部では、「没後400年　シェイクスピアを視る」と題して、
5回シリーズの公開講座を開催(品川区共催)し、延べ1200名を超
えるご来場をいただきました。第1回は本学文学部文学科　伊澤
高志専任講師による「シェイクスピアの遠さと近さ」、第2回は学
習院大学文学部英語英米文化学科　中野春夫教授による「シェイクスピア喜劇の見どころ、聞きどころ」、
第3回は本学文学部史学科　近藤和彦教授による「『学者王ジェイムズ』と『インテリ王子ハムレット』」、
第4回は今泉文子本学名誉教授による「ゲーテとシェイクスピア」。多様な分野の専門家をお招きして、多
角的にシェイクスピアへの理解を深めていきました。そして、第5回の「シェイクスピアを演じるというこ
と」では、俳優の横田栄司氏(文学座)による朗読も行われ、盛況のうちに閉会を迎えることができました。

　本年度のシンポジウムは、女子スポーツ界において生じている
性別に起因する問題に目を向け、スポーツ界および社会がどのよ
うに対応していくべきなのかをジェンダーの視点から模索してい
くことを目的として開催されました。第1部は、日本においてだけ
でなく、世界においてもトップの座に立った実績を持つ元柔道選
手の山口香氏による基調講演。身体的特徴等も含め女性に対する理解の必要性が説かれるとともに、女
性の意見がとりいれられることがスポーツ界にとっても、また社会にとっても重要だという指摘がなされ
ました。第2部では、山口氏に加え、元日本女子サッカー日本代表コーチ・中村順氏、元女子プロ野球選手・
坪内瞳氏、東京都バドミントン協会副理事長・落合久夫氏、本学法学部教授・川眞田嘉壽子氏、本学女
子ラグビー部ヘッドコーチ・宮崎善幸氏によるパネルディスカッションを行い、女子スポーツの現状と課
題を競技者・指導者の立場からジェンダーの視点も踏まえつつ議論し、理解を深めていきました。

立正大学　特別公開講座
文学部 三浦佑之教授 × 作家 三浦しをん氏

【日　時】2月18日(土)　14:30 ～16:30　開場14:00
【会　場】品川キャンパス　石橋湛山記念講堂
【定　員】600名(先着順)
【受講料】無料 (要申込み　先着順)
【応募方法】 インターネット応募　1月10日(火)より2月17日(金)まで
　　　　　  大学公式ホームページより　http://www.ris.ac.jp
　　　　　  往復はがきで応募　2月13日(月)必着
　　　　    　往信欄に「特別公開講座参加希望」、郵便番号、住所、お名前(ふりがな)、電話番号、同伴者数を、  

　　返信宛名に返信先の郵便番号、住所、宛名をご記入のうえ、下記あてにご応募ください。
　　　　  　〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16　立正大学　広報課「特別公開講座」宛

◆問い合わせ　広報課　☎03-3492-5250

三浦佑之教授 作家 三浦しをん氏
撮影/松蔭浩之

　本学文学部の三浦佑之教授と、作家の三浦しをん氏の親娘競演が実現します。
　上代文学・伝承文学の研究者として、その著作にファンの多い三浦教授と、直木賞作家のしをん氏。
何度も競演されているのかと思いきや、実は今回が初めてだそう。
　三浦教授が本年3月をもって立正大学を定年退職されることから、後にも先にも今回限りの対談をお
引き受けいただきました。
　三浦教授の古事記にまつわる講演、親娘で交わす文学論議、
文学一家の家庭事情…と、お二人の作品よろしく硬軟自在な
トークにご期待ください。

日伊国交150周年記念事業
生き物文化誌学会　宝石珊瑚例会 — その３
宝石珊瑚  生き物と文化の多様性を探る

【日　時】２月25日（土）13時半～17時（終了後交流会）
【場　所】石橋湛山記念講堂
【参加費】  例会無料、交流会費3,000円（未成年1,500円）
                                     　　　　　    【プログラム】 

 「海からの贈り物 珊瑚の物語」上映 
会長挨拶：陽捷行（生き物文化誌学会） 
生物の多様性：岩崎望（立正大学） 
色の多様性：長谷川浩（金沢大学）予定 
祭りの中の珊瑚：岸川雅範（神田明神） 
珊瑚を用いた宝飾品の歴史：露木宏（日本宝飾クラフト学院） 
江戸の工芸品と珊瑚：小池富雄（鶴見大学） 
眩き仏の現出－七宝荘厳と珊瑚：佐々木一憲（立正大学） 
仏典にみられる珊瑚：庄司史生（立正大学） 
歌劇『サトコ』（リムスキー・コルサコフ）より「インドの歌」：中村初惠 
パネルディスカッション：モデレーター秋道智彌（富士山世界遺産センター） 
※交流会は会員のみ参加可 

【主　催】生き物文化誌学会宝石珊瑚例会実行委員会 
【共　催】立正大学地球環境科学部

◆問い合わせ　地球環境科学部　岩崎　望教授　iwasakin@ris.ac.jp

 2016秋に開催されたシンポジウム・公開講座の模様をご紹介します。

多彩なテーマが人気の 公 開 講 座

●第12回立正大学法学部・法制研究所シンポジウム
「スポーツとジェンダー ―女性アスリートが輝く社会に向けて―」
11月5日(土)　熊谷キャンパス　A205教室
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生たちの出身国とも比較しながら、話し合い、
考えていきます。こうした授業を通して、あ
らためて母国の良さが再確認できるそうです。
　また、年に数回の課外授業では、日本の素
顔に触れるため、地域の祭りなどさまざまな
イベントに参加。昨年の10月14日には、江戸
東京博物館と新横浜ラーメン博物館を留学生
全員で訪れました。「東京以外は観光するとこ
ろがないと思っていましたが、それは違うと
理解できました。日本の歴史を振り返りなが
ら、母国のことも思い出せたので楽しかった」
とテヨンさん。休日は二人一緒に外出するこ
とが多いそうですが、「新たな地を訪れるたび
に、新しい発見がある」と目を輝かせます。
　将来の二人の希望は翻訳家になること。ま
た、ガイドや旅行会社での仕事も視野に入れ

ているそうです。そんな将来の夢
に向かって、「一生懸命勉強して、
まず日本語能力検定の資格を取
得したい」（ジェイさん）、「日本
に滞在できる僅かな時間を大切に
し、遊びと勉強を両立したい」（テ
ヨンさん）と意気込む二人です。

高橋舞 文学部社会学科3年

　実家がお寺の金子典弘さん。平成28年の
春頃、国際交流課の募集ポスターでこのプロ
グラムを知りました。ハワイが好きで毎年行
くという金子さんは、お寺での研修に加え、
勉強もできるという内容に魅かれ、応募しま
した。高校の時に英検3級を取得していたも
のの、英語力にさほど自信はなかったそうで
すが、「まあ、ほかの地域に比べて日本語が通
じるのを知っていたので、大丈夫かなと（笑）」
　このプログラムでは、3週間お寺に滞在し
てさまざまな体験をします。最初の1週間は、
ちょうど現地でのビッグイベントである盆祭
りの直前で、準備の手伝いをしながら、「多い
日は30人以上の現地の方と話をした」と言い
ます。お祭り後の2週間は、ホスピスを見学し、
社会福祉士から命にまつわる話を聞いたり、
現地の小学校を視察したりしました。また、
週に1〜2回ある休日には、観光も兼ねてハワ
イ日本文化センターに行き、現地の方の案内
で日本とハワイの歴史を学んだそうです。「今
までハワイについては、『華やか』というイメー
ジしか持っていませんでしたが、日本人がハ
ワイで一獲千金を狙って労働をしていた過去
を知り、勉強になりました」
　金子さんは今回の研修を、「将来の目標は僧

　テヨンさんとジェイさんは、幼い頃から母国
で日本の番組が毎日放送されていたことが
きっかけで、日本語に興味を持つようになりま
した。特に日本のアニメやドラマは人気があり、
現地語のアテレコで放送されていましたが、日
本語で視聴したいという思いから、自ら進んで
日本語の勉強を始めました。母国の大学に入
学後も、日本語の勉強を続け、今回、先輩や
先生の勧めもあり、留学を決意したと言います。
　彼らの参加するセメスターコースの期間は1
年間。テヨンさんは今年の1月まで、ジェイさ
んは7月まで、同じ教室で日本語を勉強します。
日本語プログラムでは主に二つのことを中心
に学びます。一つ目は、漢字と文法の読解や
作文といった基礎の勉強です。教科書の音読
や漢字の書き取り、リスニングを重点的に行っ
ています。先生や留学生と積極的に会話を交
わしながら、ゼミのようなスタイルで授業が
進められます。ジェイさんはまだ日本語に慣
れず、特に教科書の読解問題は難しいと感じ
ていましたが、「答えが間違っていても大丈夫。
自分の言葉で話すことが大切」と先生から勇
気づけられたと言います。
　二つ目は、日本の文化や歴史に関する勉強
です。たとえば、「食文化から見る日本人の健康」
というような問題に学生全員で取り組み、留学

　橘花祭2日目の昨年11月6日、日本人との交
流に熱心な在日ネパール人の皆さん（ネパー
ル日本研究センター有志）12名が来校し、ネ
パール文化を紹介しました。
　今回訪れたのは、5月に本学学生が運営し
た「神保町・山岳アウトドアフェスティバル」
の際、ステージイベントや民族衣装提供など
でお世話になった方々。「もっと多くの学生に
楽しみながらネパールを知ってほしい」と参
加してくれました。民族舞踊、学生をモデル
にした民族衣装ファッションショー、輪ゴムで
作ったボールを蹴り合うゲーム、ラストはネ
パールで最も親しまれているダンス「Resham 
Firiri（レッサムフィリリ）」と、観客を巻き込

むプログラムで楽しいひと時となりました。
　来る3月20日には、ネパール日本研究セン
ターと立正大学が共催する「ネパール人留学
生日本語スピーチコンテスト」も石橋湛山記
念講堂で開催予定です。

星霜祭での1コマ。左から2人目がジェイさん、3人目がテ
ヨンさん

り返ります。ゼミで「流通業・小売業」のテー
マに取り組んだ際に、接客や企画で商業を盛
り上げる仕事に興味を持ち、ルミネに就職。
現在は、ルミネで各テナントの管理や売上支
援などを中心にショップのプロデュースを
行っています。
　仕事の中で荒井さんが大切にしていること
は、『相手に合わせるコミュニケーション』です。

「この仕事は販売スタッフのほかに、職人や社
長などさまざまな業種や役職の方と接します。
人によって価値観や文化が異なっているので、
相手に合わせて交渉や調整をするのは大変で
す。しかし、真摯に接していくと、次第に踏み
込んだ話をしていただけるようになり、仕事の
質をより良いものへと高めることができます」
　荒井さんにとってコミュニケーション能力
とは、お互いが有益な情報を伝え合って、よ
り良いものへと発展させる力だそうです。

積極的に人との関わり合いを

　最近は、ルミネ主催イベントの営業で「鎌
倉湘南産うまいもん大学」を運営し、学生へ
のサポートも行いました。自身の学生時代の
経験から、学生に必要な能力には「コミュニ
ケーション能力」のほかに、「自分でやりたい
もののために切り開く力」があると感じたそ
うです。
　荒井さんは、「昨今の学生は、自分で限界を

サークル活動の体験が仕事に役立つ

　学生時代はサークルの代表や経営学部のオ
リエンテーションキャンプのヘルパーを行う
など、人と関わる活動を精力的に行っていた
荒井さん。「立正大学の魅力である実践に即し
た教育に加えて、多岐にわたるサークル活動
によって企画力などが身につきました。特に
ヘルパーの活動では、後輩との関わりを通し
てコミュニケーション・ノウハウを培うことが
でき、それが仕事の中で活きています」と振

決め、途中で諦めてしまう人が多い」と言い
ます。「学生個々の能力は高く、少し努力をし
て周りの人の懐に飛び込んでいけば目標が実
現できるかもしれないのに、もったいない」
とも。そして、未来を担う学生へ向けて次の
ようなメッセージを送り、背中を後押しします。
　「最後までやり通して責任を果たすことが大
切です。失敗をしても、次につなげればよい
のです。大学生活の4年間でさまざまな体験
を積み、積極的に人との関わり合いを持つよ

ルミネ大船店・藤沢店営業部長

経営学部卒業荒井 浩さん
「鎌倉湘南産うまいもん大学」
大学とのタイアップ企画を運営
学生のサポートも

1971年東京生まれ。1995年経営学部卒業。ルミネ
大船店・藤沢店営業部長。最近は「地産地消」をテー
マとし、大学と企業のタイアップ企画「鎌倉湘南産う
まいもん大学」の企画・サポートも行っている。立正
大学からは「地域交流カフェ RUK café」が参加した。

●荒井 浩（あらい ひろし）さん

「大学時代にさま
ざまな体 験を積
み、人と積極的に
関わることが大
切。社会にでたと
き、それが大きな
財産になります」
と語る荒井浩さん

来校した有志の方たちを囲み、みんなで記念撮影

民族舞踊やゲー
ムなどを楽しみ、
大いに盛り上が
りました

うにしてください。そうしたなかで身につけた
力は、社会で物事を円滑に進め、自分自身の
可能性を広げてくれると思います」

【ハワイお寺ステイプログラム】

僧侶としての人との接し方を学んだ
金子典弘さん （仏教学部宗学科2年）

【日本語プログラム】
日本のアニメやドラマの翻訳ができるように
金 兌泳（キム テヨン） 韓国 威徳大学
UDOMRAT JIRASAK（ウドムラット ジラサック） タイ サイアム大学

【ネパール交流プロジェクト】
ネパール日本研究センターの
有志12名が

侶になることなので、僧侶としての人との接
し方を間近で見ることができ、参考になりま
した。来年には、僧侶になるための35日間に
及ぶ修行があり、今回の経験を今後に生かし
ていきたいと思います」と振り返ります。
　「現在、お寺離れが進んでいる」と感じてい
る金子さん。今回の研修で仏教を大切にして
いきたいと感じたそうです。「誰でも気軽に来
てもらえる身近なお寺づくりを目指し、修行
に励みます」と抱負を語ってくれました。

八木蒼生 経営学部経営学科1年

このプログラムにはス
ピーチが課せられて
います。金子さんは
僧侶の有資格者。着
物に袈裟という姿で、
今回の体験で学んだ
ことを発表しました

「鎌倉湘南産う
まいもん大学」
の様子

　ハワイお寺ステイプログラムとは、ハワイ日蓮宗別院に滞在しながら、お寺での生活や地
域のボランティア活動を体験する立正大学独自のプログラムです。学部生を対象に夏期・春
期休暇期間中に実施しています。昨年8月22日から9月13日まで、プログラムに参加した仏
教学部宗学科2年の金子典弘さんにお話を聞きました。

　日本語プログラムでは、立正大学の協定大学等に在籍する学生が、日本語や日本文化を
学び、体験します。期間はショートコース、セメスターコースとあり、日本語初級者の学生
から参加することができます。今回はキム・テヨンさん（韓国）、ウドムラット・ジラサック（通
称ジェイ）さん（タイ）にお話を伺いました。

ノースショアという海がきれ
いな海岸へ日帰りで観光旅
行。現地で仲良くなった日本
人の方に連れて行ってもらい
ました

橘花祭に参加

ジェイさんは英語の授業でアシスタン
トも務めました

日本の文化を理解しようと華道を体
験するテヨンさん
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中国大会出場を果たすも
初戦で敗退

　地域連携事業の一環として、平成25年度
よりスタートしたライフル射撃ジュニアク
ラブも今年で4年目を迎えました。現在は、
松江市内の小・中学生を中心に40名の皆さ
んが毎月ライフル射撃を体験されています。
8月には第1回ライフル射撃ジュニアクラブ
選手権大会を開催し、20名の小・中学生の
皆さんに参加していただくことができまし
た。平成29年4月1日には、第1回チャレン
ジカップを開催する予定です。
　今後も、地域に密着した活動を続け、ラ
イフル射撃のすばらしさを一人でも多くの
皆さんに知っていただく催しを企画運営し
ていきたとい考えています。

実。優勝校以外は必ずどこかで負
けるのです。だからこそ、自分自身
が目標と目的は混同させないことを
心がけています。最終的な目的は、
選手に「生きる力」を身につけさせ
ること。選手たちがユニフォームを
脱いだ時に、自分に何が身について
いるのかを考えさせなければいけま
せん。どんなにバッティング技術を
磨いても、プロ野球選手にならない
限り、世の中では何の役にも立たな
いのです。その技術を修得するまで
の過程にこそ、生きる力の要素が多
く含まれていると考えます。そこの
価値観を感じられる人材を育てるこ
とが大切だと思います。
　教師生活21年。時代とともに、
求められるスキルが変わる今日。そ
のスピードについていくためにも、
学ぶ心を大切にしたい。そして、変
わってはいけない信念を持ち、ここ
島根県に初めての優勝旗を持ち帰
るのが立正大学淞南高校でありた
いと思います。

　選手としての甲子園出場の夢は
果たせなかった私は、平成8年より
指導者として再び夢の実現を目指す
チャンスをいただきました。12年間
のコーチ生活を経て、監督就任2年
目にしてチームは甲子園初出場・ベ
スト8進出を達成。50人にも満たな
かった部員は100名を越える大所帯
となり、全国から多くの子どもたち
が淞南野球部の門を叩いてくれるよ
うになりました。
　目標は「全国制覇」。戦う以上は
勝ちにこだわり、日本一を目指すの
が当然だと思います。生徒は甲子園
で勝つために、全国4000弱の高校
の中から淞南を選んでくれたのです
から。生徒の夢の実現を達成する
ことが、まずは責任の一つです。そ
のためには、広く、柔軟な心と頭を
持つことが大切だと思います。実際、
選手たちから教えられることも多く、
本当に日々勉強だと感じています。
　勝ちにこだわるといっても、勝負
は負けることのほうが多いのが現

最終的に決勝で敗れはしましたが、6試合を
通して5失点・3失策と、投手を中心として
粘り強く戦い抜いくことができたのは大き
な収穫です。
　2年ぶりの出場となった中国大会では、初
戦で敗退。粘り負けの試合内容でした。「こ
こまで積み上げられた」という自信を得ま
したが、その一方で、「ここから立ち向かわ
ないといけない」という壁にぶつかったこ
とも事実です。春以降、再び頂点を奪うた
めに、冬の4か月間の地道な練習に励む日々
が始まりました。

2 か月前、3年生たちが夏季大会決勝で
敗れた舞台に、下級生たちが再び立ち

ました。登録メンバーの中で夏を経験した
のは、わずか2名。ほぼ全員にとって初の公
式戦となり、今まで経験したことのない責
任と重圧に、大会前になっても調子が上がっ
てこない選手が多くいました。
　不安が募るなか、初戦に松江北高を6-0で
撃破。以後、一戦ごとに自分たちのスタイ
ルを構築できたことで救われた大会でした。

11月12日に行われた「第33回マーチ
ングバンド中国大会」で金賞を受賞

し、中国支部代表として全国大会出場の推
薦をいただきました。今年のショーテーマ

は「ASEANIAN」です。東南アジアの世界
観をマーチングで表現しています。
　12月18日に“さいたまスーパーアリー
ナ”で行われた「第44回マーチングバンド
全国大会」では、保護者の方々、卒業生の
皆さまより多くの声援をいただき、堂々と
した演技を披露することができました。4度
目の全国大会出場になりましたが、これか
らも陰で支えてくださっている方々への感
謝の気持ちを忘れず、学業と部活動を両立
し、有意義な高校生活を送っていきたいと
思っています。引き続き、ご支援よろしく
お願いいたします。

平 成28年4月より、本校ライフル
射撃部は中国高体連に正式加盟

となり、新たな一年になりました。中
国地区の各校射撃部のレベルが向上し、
各大会の参加者数も過去最多となり、
レベルの高い試合が展開されました。
　また、7月に開催された全国高校選手
権大会では、数年前より入賞者を出す
ことができずに悔しい思いをしてきま
したが、今年は部員数も増えて選手層
も厚くなり、女子団体戦では7位入賞、
女子個人戦では2年生の山本選手が5位
に入賞しました。
　さらに、9月に埼玉県で開催された
JOCジュニアオリンピック大会には2
名の選手が出場し、三原選手(BR)が初
出場で準優勝に、山本選手(BR)が2度
目の出場で6位入賞に輝きました。こ
の勢いで臨んだ愛媛国体リハーサル大
会では、山本選手(BR)が第3位、佐藤
選手(BP)も第3位と大健闘を収めました。
　このように2年生女子選手の活躍が目覚ま
しく、来年度の全国高校選手権、JOC大会、
愛媛国体に大いに期待が持てます。

　　　　　　　　  
さいたまスーパーアリーナで演奏を披露
4度目の全国大会出場を果たす

ライフル射撃部

野球部

　　　　　　　　  

部員のレベルアップを図るとともに
地域密着型の競技を目指す

小・中学生に
ライフル射撃のすばらしさを

課題を克服して再び頂点に!!

みんなで励まし合いながら、宍道湖一周コースを走
り続ける野球部のメンバーたち

「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

淞 南野球部は昨年11月26日（土）、
宍道湖一周マラソン大会を行い

ました。1・2年生、57名が10チーム
に分かれ、寮から宍道湖を反時計回り
に一周! この新しい企画は、夏・秋大会
ともに「あと一歩」という結果に終わっ
てしまったことから、もう一度チーム
ワークと組織力を見つめ直そうと考え
出されたもの。フルマラソンを上回る
60キロを超えるコースを、一人の脱落
者もなく、共に協力し合い、励まし合いなが
ら全員が見事に完走しました。
　マラソン大会のための交通整備など、協力
してくださった父母や関係者の方々に深く感
謝申し上げます。皆様のご支援に応え、チー
ム一丸となり、来シーズンに向けてより一層
精進していきますので、今後もよろしくお願
いいたします。

60キロを全員が完走!!
野球部・宍道湖一周マラソン

ライフル射撃
ジュニアクラ
ブ選手権大会
の様子

マーチングバンド部

勢揃いしたマーチング
バンド部のメンバー。
中国大会では見事な演
奏で金賞に輝きました

愛媛国体リハーサル大会で3位の成績を収めた左・山本選手
(BR)。同じく3位の成績を収めた右・佐藤選手(BP)

　射撃はほかのスポーツとは違い、「静」の競技
です。精神的な要素がより強く求められますが、
それを鍛えるのは容易ではありません。入部当
初は先輩たちの記録を追い越すという目標を立
て、積極的に練習に取り組み、技術だけでなく、
忍耐力や集中力を徐々に身につけていくように
しました。
　私は射撃競技を通して、この３年間で忍耐力
や集中力を養うことができ、精神的に大きく成
長できたと思います。また、全国高校選手権大会、
全国高校選抜大会、国民体育大会など全国規模
の大会に出場させていただき、すばらしい経験
をすることができました。これもすべて、地域
の皆様や先生方、そして、顧問の先生・監督・コー
チなどに日頃から支えていただいているからだ
と思っています。今後もチーム一丸となり、全
国制覇を目標に頑張っていきますので、応援の
ほど、よろしくお願い申し上げます。

忍耐力と感謝の気持ちを養う

ライフル射撃専門部
主将　高橋 祐賢

JOCジュニアオリンピック大会で準優勝に輝いた三原選手(BR)

平成28年島根県秋季野球大会
決勝 VS 益田東 1-2 ●  準優勝
準決勝 VS 大田 2-1 〇
準々決勝 VS 開星 9-2 〇（7回コールド）
三回戦 VS 出雲農林 3-0 〇
二回戦 VS 情報科学 10-0 〇 （5回コールド）
初戦 VS 松江北 6-0 〇

平成28年秋季高校野球中国大会
初戦 VS鳥取城北 3-5 ●

学ぶ心と信念を持ち続け、
島根県に初めての
優勝旗を持ち帰りたい !!

  秋季大会
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した。それは文
学への 道に進
む自然な形だっ
たのかもしれませ
ん。中学時代は軟式テニ
ス部で活動しましたが、高
校時代は宝塚部に所属し、
文化祭でのミュージカル発
表を中心とした部活動に没
頭した生活を送りました。
また、三島由紀夫の戯曲に
も大きな影響を受け、仲間
と朗読劇をしたりして過ご
しました。
　現在、現代文を担当して
いますが、大学時代のゼミ
や塾での講師経験が今に
生かされています。物事に
疑問を持ち、それを解決す

る力が身につくように授業をしてい
ます。
　生徒には、人から言われて行動
するのではなく、自分で考え、正し
いことを判断できる自立した人間に
なってほしいと願っています。受け
持ちの生徒たちは、あと2か月足ら
ずで立正を巣立っていきますが、い
つでも母校に足を運び、元気な顔
を見せてほしいと思います。

授業を通して育てたいのは、
物事に疑問を持ち、
それを解決できる力
  本校に勤務して4年目。現在、高
校3年生の担任を務めています。一
般入試はもとより、指定校推薦、
公募推薦、AO入試など、入試制度
も多様化しています。そうしたなか、
生徒が進路先をしっかりと決めて卒
業できるように、進路指導に日々追
われています。
　幼い頃から読書が好きで、学校
から帰ると毎日本ばかり読んでいま

昨 年10月1日（土）、2日（日 ）
の2日間にわたって、「凛〜

清く、堂々と、美しく〜」をテー
マに立正祭が開催されました。通
算69回目、西馬込キャンパスに
移転して4回目にあたる昨年は、
例年より1か月ほど日程が早まっ
たために、約150名の立正祭委
員が中心になり、急ピッチで準備
を敢行。中学1・2年生の音楽祭、
模擬店、吹奏楽部演奏、チアリーデイング
部や体操部の演技、空手道部の演武など、
盛りだくさんの催し物とイベントで多くの
お客様を迎えました。
　なかでも圧巻だったのは、中学各学年の
演劇です。観客からは「よくあれだけの台
詞を覚えられるものだ」などと賞賛の声が
上がっていました。一方、高校生に負けじ

と大人も大張り切り。師親会の方々はカレー
ショップとバザー、カルチャー教室の方は
作品展示などのイベントを催し、文化祭に
彩りを添えました。立正大学からは、橘花
祭実行委員長の本校OBの坂口君もブースを
出して、橘花祭をアピール。中夜祭、グラ
ンドフィナーレなども実行委員が盛り上げ
て、2日間の日程に幕を下ろしました。

挫や肉離れなど怪我
をすると辛い思いを
しますが、治ったと
きは、「 前よりもっ
と強い自分を作るんだ!」と、前向きな気持
ちで練習に打ち込むそうです。
　「やはり、お客様に喜んでいただけること
が一番の励みですね。バレエの美しさを通
じて、勇気・感動・希望をお届けしたいと思
います」と矢野さん。今の中高生には、「思
いやりの心・行動力・勇気を持つこと。そし
て一瞬一瞬の今を大切に生きてほしい」と
メッセージを送ります。
　来る1月27日（金）18時30分から、NHK
ホールで松山バレエ団による新「白鳥の湖」
が公演されます。一人でも多くの人たちに、
楽しめるバレエを提供したいという矢野さん
の舞台をご覧になりたい方は、ぜひ足をお
運びください。

本 校で教鞭を執る笠原先生は、アスリー
トとしても活躍中。昨年10月に行わ

れ た 岩 手 国 体
で、新潟県代表
としてトライア
ス ロ ン 競 技 に
出場し、出場者
94名中、18位
という好成績を
収めました。
　 学 校 で は 体
育科主任、担任、
水泳部顧問とし
て 校 務 に 携 わ

り、家庭では3人の子どもの父親として日々
多忙を極めていますが、「そんななかで、練
習時間をいかに作り出すか。それが大きな
課題です」と語る笠原先生。バイクやラン
ニングは、たとえ1回の時間が短くても、練
習頻度を増やしたり、体幹を鍛える工夫な
どをしたりして、練習の量や質を落とさな
いようにしているそうです。
　「常に自分の目標や本番のレースをイメー
ジして練習に取り組んでいるので、きつい
と感じたことはありません。今回で3回目の
出場になる国民体育大会ですが、さらに成
績をアップできるよう、来年に向けて頑張っ
ていきます!」

矢 野さんは高校卒業後、所属していた
松山バレエ学校から付属のバレエ団

に入団。現在、全国各地で意欲的に公演活
動を行っています。
　小さい頃にバレエの発表会を見に行き、
かわいい衣装で踊っている子どもたちの姿
に憧れ、バレエを始めました。練習中に捻

自
分
で
考
え
、正
し
い
こ
と
を
判
断
で
き
る
人
間
に

多くの団体が参加し、さまざまなイベント
が開催された第69回立正祭。生徒や来場
者たちの熱気と笑顔に満ちた2日間でした

トライアスロン選手として
 国体に出場

Hiroyasu Kasahara
笠原 大康 先生  体育科 

去 る10月23日（日）、武蔵野音楽大学
のコンサートホール・バッハザールで

行われた『小中高生のための管打楽器クリ
ニック アンサンブルコンテスト』において、
本校吹奏楽部の「管楽器クラリネット6重奏」

の演奏が見事、最優秀賞を受賞しました。
同コンテストでの受賞はとても名誉なこと
で、今後のさらなる活躍が期待されます。

アンサンブルコンテスト 最優秀賞受賞アンサンブルコンテスト 最優秀賞受賞

最優秀賞に輝いた吹奏楽部の皆さん。ぴったり息の合っ
た演奏を披露しました

矢 野さんの舞 台
姿。「一人でも多く
のお客様に喜んで
いただきたい」と
いう思いが伝わっ
てきます

活躍する

矢野 友実さん（平成25年度卒業）

バレエを通して
勇気・希望・感動を!!

目白押し楽しいイベントが　　　　　！！ 
第69回

立正祭 
第69回

立正祭 

活躍する活躍する

ハードな練習が実を結び、岩手
国体で好成績を収めた笠原先生

本校に飾られた矢野さん
直筆の書

盛大に
開催される
盛大に
開催される
盛大に
開催される
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率で打撃部門4位、同じく4年生の
堀（法・日本航空）が驚異の防御率
1.24で投手部門2位！
　今回の秋季リーグ戦を最後に、学
生野球を終える4年生が奮闘を見
せ、下級生に大きなものを残してく
れました。
　2016年は春・秋を通じてあと一
つのところで優勝を逃し、とても悔
しい思いをしました。来季はこの思
いを胸に1部昇格を果たします。
　2016年の1年間、多大なるご支
援、ご声援を送っていただき、感謝
申し上げます。

　体育会サッカー部は6カ月間にわ
たる東京都大学リーグ戦で2位とな
り、関東大学サッカー大会（関東大
学リーグ参入戦）に進出しました。
　関東大学リーグ参入戦では、初
戦の日本大との試合こそ敗れたも
のの、上武大、中央学院大との試
合には勝利して2位でグループを通
過。昇格決定戦に臨みました。
　この決定戦では東京経済大と対
戦し、激戦の末3−2で勝利！
　「11年ぶりに関東2部に復帰する
ことができました。来シーズンはこ

れまで以上に多くの方から応援して
いただけるチームになれるよう、後
輩たちには頑張ってもらいたいで
す。たくさんのご声援ありがとうご
ざいました」と今年度キャプテンの
金子真之。
　2017シーズンは関東大学リーグ
2部での厳しい戦いが始まります。
これまで以上に自覚を持って、一つ
ひとつの戦いに全力で挑んでいき
ます。
　今後ともご声援よろしくお願いし
ます。

　女子ラグビーの国内
大会の中で、唯一大学
生のみの大会が10月
末に開催されました。
「大学女子7人制ラグ
ビーフットボール交流
大会」がそれで、大阪
の追手門学院大学で毎
年開催されています。
本学ラグビー部女子は今年も参加し
ました。
　本学から8名、東京学芸大から4
名という12名の合同チームで挑み、
結果は見事に「優勝」！　昨年度は

緒（社福3）、藪内あゆみ（社福2）、
バティヴァカロロ・ライチェル海遥
（社福1）が選ばれました。
　優勝という結果を振り返ると、改
めて日頃より多大なるご支援、ご理
解をいただいている大学のお陰だと
感じました。ありがとうございます。
　2017年は15人制の女子ワールド
カップ、セブンズのワールドシリー

優勝を逃し、非常に悔しい思いをし
ましたが、今年度は選手の頑張りで
優勝することができました。
　なお、大会MVPには公家明日香
（社福4）、ベストセブンには山中美

2017年、より一層の奮闘を
見せろ！ 立正スピリット!!
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブと
しています。ぜひ応援にいきましょう!

平成28年度　第49回関東大学サッカー大会 予選リーグ　
Aグループ
チーム名 上武大 中院大 立正大 日本大 勝 引 負 得点 失点 点差 勝点 順位
上武大 △ 1-1 ● 2-3 ● 0-5 0 1 2 3 9 -6 1 4
中院大 △ 1-1 ● 0-2 △ 0-0 0 2 1 1 3 -2 2 3
立正大 〇 3-2 ○ 2-0 ● 1-2 2 0 1 6 4 2 6 2
日本大 ○ 5-0 △ 0-0 〇 2-1 2 1 0 7 1 6 7 1

昇格決定戦

Bグループ
チーム名 城西大 立教大 産能大 東経大 勝 引 負 得点 失点 点差 勝点 順位
城西大 ● 2-4 〇 2-1 ● 1-6 1 0 2 5 11 -6 3 4
立教大 〇 4-2 ● 1-3 △ 1-1 1 1 1 6 6 0 4 3
産能大 ● 1-2 〇 3-1 △ 2-2 1 1 1 6 5 1 4 2
東経大 〇 6-1 △ 1-1 △ 2-2 1 2 0 9 4 5 5 1

日本大

1 0

Ａ１位 Ｂ２位

日本大 産業能率大

立正大

2 3

Ｂ１位 Ａ２位

東京経済大 立正大

ラグビー部 女 

子

男 

子

サッカー部 祝！ 11年ぶりに
関東2部に復帰!!
祝！ 11年ぶりに
関東2部に復帰!!

大学生の大会で見事に優勝！大学生の大会で見事に優勝！

来シーズンこそ1部リーグ復帰を来シーズンこそ1部リーグ復帰を
　2016年12月10日（土）に熊谷
ラグビー場Bで行われたリーグ戦1
部2部入替戦では、お寒い中、有料
試合にもかかわらず、たくさんの
方々に応援していただきまして、誠
にありがとうございました。
　年間を通してこだわってきたディ
フェンス、ファイティングスピリッ
ツで古豪の法政大に立ち向かいまし

たが、残念ながら敗戦という結果に
なってしまい、今シーズンの目標と
しておりました1部リーグ復帰は果
たせませんでした。
　17年度も、「1部リーグ復帰」を
目指して、やるべきことを明確にし、
日々の練習に取り組んでいきます。
今後とも応援をよろしくお願いしま
す。

　本学野球部が加盟している東都大
学野球連盟の秋季リーグ戦が、9月
5日から10月26日までの約1カ月
間、八つの球場を使用して行われま
した。
　春季に優勝まであと一つに迫り、
巻き返しを誓って迎えた秋季リー
グ。最終戦を終えて国士舘大と同率
1位で並び、プレーオフで優勝決定
戦を行うも、惜敗し2季続けての2
位（8勝4敗1分け・勝ち点4）とい
う結果に終わりました。
　しかし、主将の吉江（法3・関東
第一）が打率3割5分7厘という高打1部残留の法政大からスクラムトライを奪うFW陣

11年ぶりの快挙。来シーズンはより多くを期待しましょう

▲ �強肩強打の小
畑。来シーズン
も頑張ってほし
いものです

▲ �シュアなバッティング
に定評のある吉江

▼ �堀の防御率1.24
はまさに特筆もの

▲�チーム得点王・
関岡亮太（地
環2・矢板中央
高）の雄叫び

▲�主将としてチーム
を引っ張った金子
真之（地環4・藤
枝明誠高）

ベストセブンには3人も選ばれました。右から4人目／山
中美緒（社福3）、右から3人目／藪内あゆみ（社福2）、
右から2人目／バティヴァカロロ・ライチェル海遥（社福1）

　2019年ラグビーワールドカッ
プが日本で、しかも熊谷ラグビー
場でも開催されます。
　現在、スタンドの改修工事も
着々と進んでおり、地元熊谷か
らラグビーを盛り上げられるよ
う、立正大学ラグビー部として、
15年度より「放課後ラグビー」

（埼玉県小中学生対象）や、近隣
の小学生への「タグラグビー」
の指導を行っています。
　今後も、一人でも多くの人が
ラグビーに興味を持てるように
取り組んでいきます。

T O P I C S

▶�強烈な縦突破を
見せるサムソン・
シウア（社福1）

晴れやかなこの表情。来シーズンも女子ラグビー界をリードしてくれることでしょう

ズへの挑戦という大きなイベントが
あります。
　今後も継続して「日本を代表する

選手になる」という部員全員の目標
に向かい、努力してまいります。応援、
よろしくお願いいたします。◀�大会MVPに輝

いた公家明日香
（社福4）

硬式野球部 2季連続2位の
悔しさを胸に
2季連続2位の
悔しさを胸に
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　2013年度からスタートした「立正大
学オリジナル日本酒制作プロジェクト」を
16年度も立ち上げ、学部・キャンパスの
垣根を越えた11名の学生が2カ月にわ
たって活動を行いました。本企画は「社
会での実践力を身につけるためのアク
ティブ・ラーニング」と「地元企業との
協働を通じた地域活性」を目的に、オリ
ジナル日本酒の製造から販売までを学生
主体で取り組むプロジェクトです。

　コンセプト協議、ブレンド作業、瓶やラ
ベルの考案を経て、今回は3種類の日本
酒を完成させました。「みんなで楽しく飲
める一本」「1人でじっくり味わう一本」「初
心者でも飲みやすい一本」という、それ
ぞれのコンセプトに沿った風味や見た目
になるように試行錯誤を重ね、自信を持っ
てお届けできる商品に仕上げました。プ
ロジェクトの後半では学内外のイベント
などでこれらを販売。さらに、15年度に
続いて熊谷市の「ふるさと納税贈答品」
に採用してもらうよう訪問営業にも挑戦し
ました。
　参加した学生は、普段は経験できない
企業活動の一端を通じて企画力やコミュ
ニケーション能力を身につけることがで
き、また、地域とのつながりを深められ
たと、充実した感想を口にしていました。

製造から販売までを学生主体で
今年も立正大学オリジナル日本酒を造りました

　11月6日（日）、子育て世代が定着する
都市・小田原を目指して「小田原の今と
未来」を考えるシンポジウムが、都内な
どに遠距離通勤する母親でつくる「小田
原通勤ネットワーク」と本学との共催（研
究推進・地域連携センター支援費：代表・
経済学部小林隆史講師）で開かれました。
市役所職員をはじめとするさまざまな立
場の方約100人が参加し、提案発表とパ
ネルディスカッションで、保育制度の現
状などを話し合いました。
　このシンポジウムに向けて、経済学部
から有志学生を募り、どのような保育政
策が望まれているのか、現地の子育て中

　「自治体が取り組む待機児童対策の事例
を知りたいと、この活動に参加しました。
現地の家庭を具体的に想定し、そのご家
庭の子どもの預け先を探す『疑似保活』
が印象的でした。預け先に関するネット情
報が少なく、自分が考えた預け方が最善
なのか不安が残りました。実際の保活は
子育てで時間に追われながらになると思う
と、ぞっとします。実際に手や足を動かし
て経験したことで、保育の問題について
具体的なイメージを持てるようになりまし
た」

◆橋本彩乃　 3年

　「所属ゼミで『待機児童』を研究してお
り、その刺激になるのではと参加しました。
新幹線も停車するので、駅前は栄え、生
活に必要なことがすべてそろうと思ってい
ましたが、実際は違いました。お母さん方
にヒアリングをすると、子ども用品を買う
にも不便が生じていると知りました。現地
のさまざまな立場の方の話を聞く中で、自
治体予算が限られており、一方を優先す
ると他方を切り捨てることになる現実も理
解しました。この実態をより多くの人に
知ってほしいです」

◆福田俊介　 2年

　「所属ゼミの研究テーマである『待機児
童』や『保育士不足』の参考になると考え、
参加しました。親御さんへのヒアリングか
ら、厳しい点数順での保育所入所、通勤
経路にない保育所への送迎の苦労、仕事
との両立の大変さを知りました。市の公開
情報が乏しく、口コミで正しい情報を得る
のも大変で、それが状況をより悪化させ
ていると感じました。私自身も働くママを
目指しています。この経験を自分のライフ
プランに生かせたらと思います」

◆松井遥　 2年

　「もともと保育関係の仕事に興味があり、参加を決めました。実際に親御さんの話を聞いて、入所申し込みをしても待機児童になる現実や、たとえ入所できても通勤経路から離れている、昼寝布団等の手荷物が多いといった問題がたくさんあることを知りました。保育へのもっと積極的な公的支援と、伸び伸びとした子育てが可能な環境整備が必要だと感じました。将来的に保育所を利用することになったら、住む自治体をどこにすべきか、下調べが必要だと思いました」

◆櫻井瞳　 2年

　「所属ゼミの研究テーマ『待機児童』の

参考になるのではと、参加しました。幼稚

園に通い、近所に親戚もいた私には実感

が湧かない問題でした。しかし、ママの

生の声を聞くことで、保育所への入所競

争の厳しさ、保育所以外のサポートの必

要性等、実態を理解しました。実際に現

地に赴き、地域の特徴も踏まえた研究調

査は貴重な経験でした。私もいずれは家

庭を築きたいです。この活動で将来に対

する考えが変わりました」

◆法安真妃　 2年

　「所属ゼミで『待機児童』や『保育士不足』を研究しています。自分の目で確かめ、肌で感じられると考え、参加を決めました。現地のお母さん方へのヒアリングを通して、各家庭の状況を点数化して保育園の入所決定がなされ、かつその決定が高得点での争いで入所が難しいこと、そのために子どもの預け先がなく求職活動すらできない現実を目の当たりにしました。子育て中のお母さんの気持ちを感じ取れた貴重な経験でした。将来、自分がお母さんになったときに役立てたいです」

◆久保田星虹　 2年

　「所属ゼミで『待機児童』を研究してい

ます。保育の現状をより深く理解したいと、

参加しました。じかに現地のお母さんにヒ

アリングした中で、各家庭の状況が点数

化されて入所が決まること、そして通所し

やすく条件が良い希望の保育所があって

も、人気がある保育所には入所しにくいこ

とを知りました。近い将来において家庭を

持つであろう私たち世代も、いずれ直面

する問題です。私たち世代こそ関心を持

ち、理解を深めるべき問題であると感じま

した」

◆塙健悟　 3年

　「東京在住の私にとって小田原はなじみ

が薄く、保育問題も深く考えたことはあり

ませんでした。しかし、活動を重ねると、

想像よりも深刻な問題だと気づきました。

通勤経路に保育所がない不便さ、一時保

育の少なさ等、多くの問題を初めて知りま

した。将来の自身の子育てへの不安が少々

増えましたが、制度や現状について新た

に知識を得ることができました。『子ども

が好き』というだけで参加しましたが、将

来の自分の子育てに絶対に役立つと思い

ました」

◆野上栞那　 2年

　「将来を担う私たち世代こそ、保育について問題意識を持つべきだと思い、参加を決めました。子育てのサポートが十分に得られない中、切り捨てられたような環境の下で、お母さん方がハードな生活を送っていることに驚きました。だからこそ、一つずつ問題を解決しよう、みんなが住みやすい町にしようと行動している姿に感銘を受けました。メディアの情報だけではすべてを理解できません。自分の目で確かめ、頭で考えることが大事だと、あらためて気づかされました」

◆在川孝徳　 2年
　「まだ1年生ですが、大学生としての経
験を早く積もうと参加を決めました。公民
館で現地のお母さんの生の声を聞き、保
育の現状と問題を肌で実感しました。また、
シンポジウムで商店街、保育所運営等、
現地のさまざまな立場からそれぞれの思
いや考えを聞き、予想以上に困難な問題
だと知りました。活動中は先輩についてい
くことで精いっぱいでした。この経験を今
後の学びに生かし、機会があれば、卒業
までに同様のテーマの研究に取り組みた
いです」

◆井上敬正　 1年

のママたちに実地調査を行いました。保
育所の利用判定基準などを調べ、市内の
子育て世代にヒアリングして「疑似保活」
を体験。シンポジウム当日は学生たちが
調査をもとに保育政策を提言しました。
　指導に当たった経済学部の外木好美講
師は、「今や核家族や共働き家族が主流と
なり、それに伴って地域社会のつながり
も変化している。今後はそうした変化の
下で、子どもの居場所をどう再構築する
かについて考える活動へとつなげていき

たい」と今後の活動継続に意欲を見せて
います。
　ここでは4カ月にわたって調査し、提言
を行った学生の感想を紹介します。

　10月29日（土）、石川県金沢市の金沢
歌劇座で開催された第64回全日本吹奏楽
コンクール（全日本吹奏楽連盟、朝日新
聞社主催）の大学の部で、本学吹奏楽部
が東京支部代表として出場し、銀賞を受
賞しました。
　当日は47都道府県（一部地区予選大会
等もあり）で優秀な成績を収め、さらに

上位の全国11支部の
大会から選抜された
13大学が演奏を披露
し、5大学に金賞、3
大学に銀賞、5大学
に銅賞が授与されま
した。
　19年ぶり2回目の
出場となった本学は、
佐藤正人音楽監督の
指揮で、課題曲「ス
ペインの市場で（作
曲：山本雅一氏）」と、童謡や祭りを表現
した自由曲「故郷…鼓響Ⅱ（作曲：天野正
道氏）」を演奏。日頃の練習の成果を発揮
しての受賞となりました。

古河理事長（左から2人目）と齊藤学長（右端）
に受賞を報告する吹奏楽部・大野莉奈部長（法
学部4年、右から3人目）、矢嶋美咲さん（社
会福祉学部3年、右から2人目）、鈴木隆史顧
問（左端）、岩附良太副顧問（左から3人目）。
11月7日、熊谷キャンパスにて

吹奏楽部が全日本吹奏楽コンクールで銀賞を受賞
おめでとう!

銀賞を受賞し、みな歓喜の笑顔です
写真提供＝（株）エーコーフィルムプロダクション

多くの方々の前での発表

調査と分析に基づいて提案

子どもの送り迎えを疑似体験

外木好美講師はお子さまを抱えて指導小田原通勤ネットワークの会合での発表練習

これで味が決まるだけに、緊張の一瞬

16年度は新商品
（Ri:Start）が加
わりました

権田酒造株式会社の権田社長（後列右端）と苦
楽を共にしたスタッフたち

「RisWebメール」利用終了のお知らせ
　RisWebメール【学籍番号@ris.ac.jp】
をお使いの学生の皆さんに大切なお知
らせです。
　RisWebメールは2017年3月末を
もって利用終了となります。終了後は
立正大学生涯メール（Office365）を
ご利用ください。
　必要なメールの移行、メールアドレ
ス変更について、忘れずに家族や友人
へお知らせください。
　立正大学生涯メール（Office365）については、「情報環境基盤センター
ホームページ　りす＠ねっと」に詳しい内容を掲載しています。必ずご
覧ください。

http://www.ris.ac.jp/system/

ホーム ＞ 新着情報 ▶ 一覧を見る  ＞ 共通 ＞ 2015年度

◆今回、「輝く人」の取材を担当させていた
だきました。取材対象者からもっと意見や
本音を引き出せるように語彙力や会話術を
磨くことに努めます。

（住田新 文学部社会学科1年）
◆今号では「星霜祭」と「事務局紹介」を
担当しました。普段は訪れることのない熊
谷キャンパス。敷地の広さだけでなく、取材
にご協力いただいた皆さんの懐の深さも感
じさせられる取材でした。

（菅沼直樹 文学部社会学科1年）
◆熊谷図書館に初取材、初の記事作成と、
貴重な体験ができ、大いに勉強になりまし
た。自分の感じた魅力や発見を、記事を通
してお伝えできるよう今後も励んでいきたい
です。

（天白悠斗 文学部史学科1年）
◆「ハワイお寺ステイプログラム」を取材しま
した。海外研修の経験がないので、深く考
えるよいきっかけになりました。まずは語学
力の向上を図りたいです。

（八木蒼生 経営学部経営学科1年）

編 集 後 記
◆2015年と同様、学園祭を取材しました。今
回もやっぱり楽しかった！ しかし、16年は学生
記者以外でドタバタしていたので、自己管理の
大切さを再確認しました（締め切り厳守！）

（高橋舞 文学部社会学科3年）
◆「立正人」では就職についてお話を聞くこ
とができ、仕事についてあらためて考える機
会になりました。活動の合間に行った学生
食堂には季節限定のケーキがあって、おい
しかったです。（星美槻 文学部文学科日本語
日本文学専攻コース3年）
◆今回の橘花祭で2回目の取材を経験しま
した。初めて取材をしたときよりは落ち着い
てできましたが、やはり緊張しました。次回
は自分が聞きたいことをもっと掘り下げら
れたらな、と思っています。（石田愛 文学部
文学科日本語日本文学専攻コース3年）
◆2016年の学園祭も盛り上がりましたね。
実行委員の皆さん、お疲れさまでした。そろそ
ろ私も就活にシフトするので、新聞に携われ
る回数も残りわずか……。新メンバー求む！！

（岩戸あすか 文学部哲学科3年）

経済学部有志10名がシンポジウムで提言

公募型市民公開講座「小田原の今と未来」
子育て世代が定着する都市を目指して

14News vol.136  2017年（平成29年）1月1日発行



　「モラりす賞」は学術、文化、スポーツ、その他の分野において、建学の精神「真実を求め至誠を
捧げよう」「正義を尊び邪悪を除こう」「和平を願い人類に尽そう」を具現化した《「モラリスト×エ
キスパート」を育む。》を体現する顕著な成績を収め、本学の名を高めた立正大学生および卒業生、
教職員を褒賞し、本学への帰属意識および学生の士気高揚を図ることを目的としています。
　第7回は本紙でも活動を紹介してきた学生2団体が受賞しました。

　日本青年遺骨収集団JYMA（以下、JYMA）に所属する鈴木雄太さんは、
その活動の実績と社会への貢献を評価されて、第6回（2015年度）のモラ
りす賞を受賞しました。本紙132号のインタビューでは「実際に何が起こっ
たかを知らずに戦争のことは語れません。平和を伝えていくためには、こう
いった活動を末永く続けなくてはならないと思います」と語っていました。
　受賞から1年。2016年4月に学生代表に就任し、活躍の幅をさらに広げ
ている鈴木さんのJYMAでの活動をご紹介します。

　学内で活動しているサークル・団体のイベント告知や周年行事への参加の
呼びかけなどの情報をお寄せください。宛先はpln@ris.ac.jpです。
　なお、掲載の判断は広報課で行います。ご了承ください。

　2015年２月、「中国船による違法操業の
横行による宝石サンゴの乱獲についての実態
調査に参加してみませんか」という地球環境
科学部・岩崎望教授の呼びかけから、活動は
始まりました。２月から３月までの１カ月、
小笠原諸島海域での調査に4名の学生が参加
し、無人潜水艇での撮影の誘導やサンプル採
取の確認、保存などをサポートしました（学
園新聞130号・134号で紹介）。
　小笠原諸島では現在、宝石サンゴ漁はあま
り行われておらず、地元の方も宝石サンゴに
ついて詳しくなかったことから、調査結果の
報告と併せて、宝石サンゴを知ってもらうた
めの展示会を企画。16年２月に、小笠原の
ビジターセンターで成果報告と宝石サンゴの
知識普及を目的に展示会を実施したところ、
島民の口コミで評判が広がって大盛況となり
ました（133号で紹介）。さらに、10月に
は３年生を主体とした展示会を立正大学博物
館で開催し、取り組みの継承を行いました（本
号2面で紹介）。
　「小笠原では、大学での研究では得られな
い体験ができました。1カ月の船上生活では、

船員の方と同室で過ごし、新しい世界にも触
れられました。また、展示会は学芸員として
の技術を学ぶ貴重な機会ともなりました」(谷
口健太さん)

学生代表として幅広く活動
　JYMAは全国の学生有志で作る団体
で、太平洋戦争の戦没者の遺骨収集を
続けており、2017年に創設50年を
迎えます。現在の団員は約30名。政府・
厚生労働省や、ほかの民間団体と協力
して行う活動に加え、独自の活動も
行っています。
　遺族会などの高齢化が進む中で、
JYMAは遺骨収集における貴重な戦力
となっています。これまでに沖縄をは
じめ、硫黄島、ソロモン諸島、サイパ
ン、ロシアのシベリアなどに赴き、約
16万柱の遺骨を収集。2016年2月
の沖縄自主派遣が400回目の遺骨収
集活動となりました。
　鈴木さん自身は2016年だけでも、
2月に沖縄、3月にニューギニア、8
月にソロモン諸島ガダルカナル島で収
集活動に参加。その合間を縫って、講
演活動、「遺骨収集法」早期制定に向
けた関係省庁への積極的な働きかけ

　2015年度の市民協働「熊谷の力」
事業に採択されたバリアフリーマッ
プ「あのくま」の制作に取り組んだ
主要メンバーは、地球環境科学部環
境システム学科の学生です。地図に
関する知識はもとより、調査やフィー
ルドワークを重視する姿勢と柔軟な発
想で、「熊谷を訪れる誰にでも優しい
マップ」を完成させました。

　ありきたりなバリアフリー施設や
設備の紹介ではなく、「店ごとにできる、
こまやかな配慮こそバリアフリー」という
考え方で臨みました。300軒へのアンケー

ト送付の後、1軒1軒に電話で説明し、猛暑
の中を訪問して、お店の方と一緒に「できる
こと」を考えました。
　マップに掲載された122軒には、店舗の
状況を詳細に説明するためのマークが複数つ
いています。手に取った人が自分で利用可能
かどうかを判断してもらうため、あえて「出
入り口に段差あり」のようなマークも加えら
れています。でも、一番目を引くのは右肩に
赤い十字をつけた「ピンクのハート」マーク。

「積極的にお手伝いします」の表示で、すべ
てのお店についています。
　この活動を通じて「社会福祉学的視点が身

（2016年4月に成立）、ロシア・樺太
方面での遺骨収集活動に向けたロシア
政府・日本国領事館との調整など、実
践者だからこその説得力で活躍してい
ます。

埼玉県知事と面談

上田清司埼玉県知事と語らうJYMAのスタッ
フたち（左から2人目が鈴木さん）

　9月21日、鈴木さんをはじめ4名の
学生が上田清司埼玉県知事を訪問し、
JYMAの活動の現実や今後の課題を伝
えました。
　硫黄島で収集された遺骨は自衛隊機
で埼玉の入間基地に到着します。その

際、埼玉県として献花をお
願いできないか協力を求め
たところ、上田知事より「長
い間、学生が自己負担で遺
骨収集の活動をしてきた。
県として何らかの形でサ
ポートしたい」（埼玉新聞9
月22日付）との言葉をい
ただき、2016年度末に硫
黄島から戻る遺骨を上田知
事が出迎えられることとな
りました。

「戦史検定」による募金活動
　JYMAでは「戦史検定」という検定
事業も行っています。教育分野で不足
している、太平洋戦争において何が
あったのかということを学ぶことがで
きる機会であるとともに、その収益は
各激戦地において、荒らされたり壊れ
たりした慰霊碑を修繕・保全するため
に使われます。
　11月20日には大正大学で第7回戦
史検定が行われ、129名が受検しまし
た。収益金は中部太平洋地域の慰霊碑
修繕に充てられる予定です。
　国は戦後80年（2024年度）まで
を遺骨収集の集中実施期間としていま
す。本学の仲間として、鈴木さん、そ
してJYMAの活動への理解と支援をお
願いします。

についた」と語る彼らですが、ご協力くださっ
た店舗の方からも「バリアフリーという新た
な視点に気がついた」「できる限りバリアフ
リーに配慮した店づくりをしていきたい」と
いった声をいただいています。
　「あのくま」は熊谷市誕生10周年記念事業

「心のバリアフリーシンポジウム」で配布さ
れたほか、公共施設や掲載された店舗などで
も配布しています。また、メンバーは熊谷市
主催の「第10回産学官連携まちづくりフォー
ラム」（133号で紹介）や埼玉県主催の「大
学連携研究会」にも招かれて、その成果を発
表しました。
 *  あついまち熊谷のバリアフリーマップ「あ

のくま」（あなたの知らないくまがやがきっ
とみつかる！）

前回の
モラりす賞受賞者！

新企画！

　ユースホステルクラブでは5年ごとに
周年祝賀会を行っています。創部50周
年 を 迎 え た2016年 は、10月29日 に
ニューオータニイン東京の宴会場「おお
とり」で開催しました。
　3時間と短い間でしたが、OB・OGの
方々には旧友との再会に当時を思い出し

ていただく良い機会になりました。
　また、現役生はOB・OGの方々との
交流を通して、ユースホステルクラブの
長い歴史を垣間見ることができ、次回
2021年の55周年に向けて、伝統を受
け継ぐ思いを新たにしました。

50周年という節
目の祝賀会だけ
あって盛況でした

埼玉新聞2016年9月22日付

第7回

「モラりす賞」表彰式

（立正大学社会福祉学部ボランティア活動推進センター学生スタッフ）

（11月5日「橘花祭」にて）

伊藤智洸さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
真船　亮さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
池澤　誠さん（地球環境科学部環境システム学科3年）

谷口健太さん（地球環境科学研究科2年）
泉　北斗さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
井上結衣さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
上田沙紀さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
佐藤亜衣さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
武野果穂さん（地球環境科学部環境システム学科4年）
根岸佑典さん（地球環境科学部環境システム学科4年）

鈴木雄太さん（地球環境科学部地理学科3年）

ガダルカナル島。現地では子どもとの触
れ合いのひとときも

齊藤学長から表彰状を手渡される「チーム小笠原」の谷口健太さん

▼�表彰式で
あいさつを

する「あの
くまSuns」

の伊藤智洸
さん

向かって左が「チーム小笠原」の、右が「あのくまSuns」のスタッフです

バリアフリーマップ「あのくま」
を手に

ニューギニア派遣。後列左から2人目が鈴木さんです

「遺骨収集活動に全力を注いでいます」

チーム小笠原

ユースホステルクラブ
50周年祝賀会を開催

　2016年11月20日の「家族の日」に、熊谷
市中央公園で開かれたこのイベント。約350人
が趣向を凝らした手作りの段ボールハウスを持
ち寄って、小さなまちを作り上げました。
　本学美術部は今回が初めての参加でしたが、
個人参加の10倍の展示面積をいただいたことか
ら「西洋の城」を制作。9名が4区画に分かれ、
構想から2カ月で完成させました。
　昼間は「中庭」に入れた風船や高さ90cmの

「塔」が子どもたちの人気に。暗くなり「建物」
内のLED電球が灯されると別世界が……。さら
に盛り上がる会場を見て、「やってよかった」と
感じられる時間でした。

日が暮れると、想像以上に幻想的な世
界が広がりました

このスタッフで頑張りました

美術部
「第5回くまがやまちの灯り」に
「輝く段ボールの城」で参加

あのくまSuns
「宝石サンゴ密漁被害調

査への貢献とアウトリーチ活動の実施」 「バリアフリーマップ『あのくま』*制作で地域に貢献」

学生2団体「チーム小笠原」「あのくまSuns」が受賞

情報
募集

中
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タピオカドリンクを

販売した体育会剣道

部。モチモチとした

食感が女性に人気

立正大學應援指導部のチアリーディング。はじける演技で観客を魅了した

「カラーガード」の見事なパフォー
マンス。6色のフ
ラッグで橘花祭の
始まりを告げる

映画製作部提供の豚汁。具だくさんで栄養満点!!

あったかいんだからぁ

旅行研究部ではお好

み焼きを販売。子ども

から大人まで大人気

数年ぶりに復活した「女装・男装コンテスト」。見事に変身を遂げた7人を見よ

ストリートダンスサークル「Alive」。キレのある動きに客席から歓声が上がる

国際交流団体RIEAは
チヂミとフォーを販売。
食の文化交流や！

クラシックギター
アンサンブル部。「上を向いて歩こ
う」を奏でる

星霜祭伝統の実行委員

手作りによる「ツインタ

ワー」が来場者を迎える

　貴重な古文書と学部生作成の資料
が並ぶ教室は博物館のよう。学部生
の丁寧な説明に「愛を感じた」来場
者も。

古文書研究会

　「心理学を通して新たな自分を見
つけてほしい」（会長・心理学部臨
床心理学科3年　鈴木由里香さん）
と、性格診断が体験できるブースを
設けました。「錯視」や「箱庭療法」
についてもスペシャリストが解説し
ました。

臨床心理研究会
　「Love」と「Life」をテーマに、
自由に議論。「もっと時間をかけて
理解を深めたい」と思い始め、哲学
にはまっていくのです。

哲学カフェ・Ris哲

　「表情を通じて手話の魅力を伝え
たい」の一心で演じた彼ら。手話歌
やゲームで来場者を魅了しました。
公演後、「手話に興味を持ってもら
えてとてもうれしいです」（部長・
社会福祉学部社会福祉学科２年　星
野さゆりさん）という感想も。

手話サークル・しゅわる

　思いは「身近な自然を体感」して
もらうこと。どんぐりなど自然の恵
みを使ったクラフト体験は親子連れ
を中心に大人気でした。

地球にやさしい会
　2015年からラジオ番組の制作
や司会で活動中の放送文化研究会が
招いたゲストは、「空耳アワー」で
おなじみの安齋肇さん。これからも
立正大学を、地域を活気づける企画
に期待!!

放送文化研究会

キラリ　モラリスト×エキスパート

　平成28年度橘花祭実行委員長を務めた坂口滉樹
さん。大学1年のころ、サークル勧誘活動の際に
友人に誘われたのがきっかけで実行委員会に入り
ました。前年の引き継ぎの際に先輩方から実行委
員長を拝命。高校で生徒会長を務めていた経験を
生かそうとしたそうですが、そのころの知識はあ
まり参考になりませんでした。そこで、統率のと
れた団体にするために、リーダーシップに関する
本を読みあさり、勉強したとのこと。
　今回の実行委員長の経験で得た教訓は「組織内
の業務連絡の大事さと、一緒に頑張ってきた仲間

の大切さ」と坂口
さん。「毎年1万人
以上が来場する橘
花祭だけに、委員
長一人で細部まで
情報を把握するこ
とは難しい。総勢170人の実行委員をまとめるた
めに、一つの仕事を終えたら、各担当責任者が実
行委員長に報告をするように徹底しました」
　「橘花祭実行委員のみんなから『楽しかった』
と言われること」を目標に、人と話すのが好きな

坂口さんは後輩たちとの距離を縮めようと、大学
の中だけでなくプライベートでも遊びに誘うこと
で、組織内の雰囲気を変えていったそうです。
　「実行委員を務めていると、つらいこともあり
ます。でも、一緒に頑張ってきた仲間たちとなら、
どんなにつらくても笑顔で楽しむことができる。
仲間の存在に支えられ、助けてもらったからこそ
実行委員長をやり遂げることができました」と結
んでくれました。　 （立正大学付属立正高等学校出身）

 岩戸あすか 文学部哲学科3年
 住田新 文学部社会学科1年

橘花祭実行委員長として活躍「楽しんだ者勝ち、つらいときも笑顔で」
坂口 滉樹さん（心理学部臨床心理学科3年）

探求系・研究系のエンターテインメントも充実

これだけのスタッフを率いて
橘花祭を成功させました

毎年恒例のパレードから開会式へ。朝の冷気に演

奏も引き締まる

ボランティア活動推進センター展示の「灯りのまち」。ダンボールの家がかわいらしい

橘花祭 星霜祭

　絶好の学園祭日和となった11月上旬。ダンス、バンド、模擬店……。たくさんの団体
が学園祭を盛り上げました。真剣なまなざし、全力のパフォーマンス、そして最高の笑顔。
懸命に楽しむ学生＝立正大学の学園祭の魅力をいっぱい詰めました。ご覧あれ。

　　　　 も全力取材！

1万6000人の

立正フェス

橘花祭
11月5日・6日

延べ8092名
2日間の来場者

第11回（通算51回） 第29回

星霜祭
11月4日・5日・6日

延べ7875名
3日間の来場者

◀ RIS カフェメンバーに
よるブログ公開中！

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちし
ています。品川キャンパス8 号館 2 階の広報課に直接来室するか、
こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp

編集／立正大学広報課新聞編集係　電話／03（3492）5250　ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/
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